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一九五七（昭和三十二）年一月十九日午後三時、羽田発スカンジナビア航空特別機で、五九名の日本人炭鉱労働
者
が
西
ド
イ
ツ
へ
出
発
し
た
。
翌
日
の
毎
日
新
聞
に
は
、
「
炭
鉱
夫
ら
西
独
へ
出
発
」
と
い
う
見
出
し
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
「
西
独
ルール地方の労働力不足のピンチヒッターとして三年契約でエッセンに働きに行く鉱山技師、労働者……さすがに
（１） 
全国十九の鉱山から》えらばれた優秀者だけあって体も見事な人たちばかり」と記されている。
これ以降、一九六一一年までの五年間に、大別して第一次から第五次にわたり、総勢四三六人の日本人炭鉱労働者
（２） 
が西ドイツに派遣されている。だが、この中には派遣労働者として一一度にわたってドイツへ渡航した人が二名含ま
れている。したがって、正確には派遣労働者の総数は、四一一一四人である。それぞれは、第一陣、第二陣……第五陣
と呼ばれている。このうち第二陣は、一九五八年一月から一一一月にかけて毎月一グループ六○名ずつが三回に別れて
派
遣
さ
れ
た
。
第
一
陣
の
五
九
名
は
一
九
五
七
年
一
月
、
第
三
陣
の
六
○
名
は
一
九
六
○
年
一
○
月
、
第
四
陣
の
六
七
名
は
一
九
六
一
年二月、そして最後の第五陣七○名が派遣されたのは一九六一一年三月である。したがって、渡航グループ単位で
み
る
と
七
回
に
わ
た
っ
て
派
遣
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
第
二
陣
で
派
遣
さ
れ
た
人
の
数
が
一
八
○
名
と
最
も
多
く
、
そ
の
他
は
六○～七○名で構成されていた。本稿で詳細にみるように、派遣された期間は五年間であるが、その期間に毎年、
定
期
的
に
、
｜
定
数
の
グ
ル
ー
プ
が
派
遣
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
第
一
陣
か
ら
第
五
陣
に
分
け
て
派
遣
さ
れ
た
各
グ
ル
ー
プ
に
は
一
定
の
違
い
が
み
ら
れ
る
な
ど
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
い
。
最
初
の
グ
ル
ー
プ
が
就
労
を
開
始
し
て
か
ら
、
最
後
の
グ
ル
ー
プ
が
帰
国
す
る
ま
で
に
八
年
の
歳
月
を
要
し
た
「
炭
鉱
労
働
者
の
派
遣
」
問
題
は
、
「
派
遣
の
意
図
と
現
実
と
の
ズ
レ
」
や
「
派
遣
グ
ル
ー
は
じ
め
に
西ドイツにおける日本人炭鉱労働者 （３） 366 
プ
に
性
格
の
違
い
」
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
全
体
を
単
純
に
ひ
と
ま
と
め
に
理
解
で
き
な
い
ほ
ど
複
雑
で
あ
る
。
そ
の
背
後
に
は
、
こ
の
五
年
間
が
、
石
炭
か
ら
石
油
へ
の
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
が
ま
さ
に
実
行
に
移
さ
れ
て
い
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
、
石
炭
業
界
が
曰
本
に
お
け
る
「
総
資
本
と
総
労
働
の
対
決
」
と
も
称
さ
れ
た
三
井
・
三
池
闘
争
を
含
む
激
動
の
時
期
に
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
が影響していると思われる。
西
ド
イ
ツ
へ
の
日
本
人
炭
鉱
労
働
者
派
遣
問
題
は
、
わ
れ
わ
れ
に
多
く
の
素
朴
な
疑
問
を
提
起
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
派
遣
さ
れ
た
労
働
者
は
西
ド
イ
ツ
の
ど
の
炭
鉱
で
就
労
し
た
の
か
、
日
本
人
炭
鉱
労
働
者
の
派
遣
は
日
本
側
の
提
案
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
西
ド
イ
ツ
側
の
提
案
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
一
般
の
労
働
者
の
給
料
の
数
十
ヵ
月
分
以
上
に
相
当
す
る
当
時
の
高
額
な
飛
行
機
代
を
誰
が
負
担
し
た
の
か
、
派
遣
に
至
る
経
過
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
派
遣
さ
れ
た
労
働
者
の
労
働
や
生
活
実
態
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
派
遣
期
間
中
に
ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
た
の
か
、
ど
れ
だ
け
の
人
々
が
ド
イ
ツ
に
残
留
し
た
の
か
な
ど
の
疑
問
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
問
題
の
考
察
は
、
「
労
働
力
の
国
際
移
動
」
現
象
、
言
い
換
え
れ
ば
、
移
民
・
移
住
・
外
国
人
労
働
者
現
象
と
の
関
連
で
一
定
の
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
わ
が
国
で
は
、
一
九
八
○
年
代
、
と
り
わ
け
八
五
年
以
降
、
急
激
な
円
高
に
伴
う
経
済
格
差
の
拡
大
や
、
国
内
で
の
人
手
不
足
の
深
刻
化
に
伴
い
、
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
い
わ
ゆ
る
「
不
法
就
労
」
外
国
人
労
働
者
が
急
増
し
た
。
’
九
九
○
年
六
月
に
施
行
さ
れ
た
新
し
い
「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
」
は
、
外
国
人
労
働
者
の
国
内
で
の
就
労
可
能
な
職
種
を
拡
大
し
、
ま
た
中
南
米
諸
国
か
ら
の
日
系
人
労
働
者
の
国
内
で
の
就
労
へ
の
道
を
切
り
開
く
も
の
で
あ
っ
た
。
特
別
の
専
門
的
能
力
や
技
術
を
有
す
る
欧
米
系
外
国
人
労
働
者
を
中
心
と
す
る
「
外
国
人
社
員
」
、
ブ
ラ
ジ
ル
を
は
じ
め
中
南
米
諸
国
か
ら
の
日
系
人
労
働
者
、
さ
ら
に
は
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
「
不
法
就
労
」
外
国
人
労
働
者
な
ど
の
存
在
が
、
日
本
の
社
会
の
在
り
方
を
問
う
多
く
の
問
題
を
提
起
し
て
い
る
現
状
の
な
か
で
、
日
本
人
炭
鉱
労
働
者
の
西
ド
イ
ツ
へ
の
派
遣
と
い
う
歴
史
的
出
来
事
の
考
察
は
、
何
等
か
の
一
定
の
示
唆
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
、
本
稿
の
も
う
ひ
と
つ
の
問
題
意
識
で
も
あ
る
。
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そ
れ
は
、
こ
の
歴
史
的
出
来
事
に
対
す
る
次
の
よ
う
な
理
解
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
欧
米
な
ど
の
資
本
主
義
諸
国
と
は
比
較
し
よ
う
が
な
い
ほ
ど
限
ら
れ
て
い
た
と
も
言
え
る
が
、
日
本
資
本
主
義
も
、
歴
史
的
に
は
、
国
際
的
な
人
の
移
動
と
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
「
人
の
受
入
れ
」
と
い
う
側
面
だ
け
か
ら
す
れ
ば
、
明
治
期
の
欧
米
諸
国
か
ら
の
「
お
雇
い
外
国
人
」
の
受
け
入
れ
が
あ
る
し
、
第
二
次
大
戦
末
期
に
は
、
多
く
の
朝
鮮
人
労
働
者
が
強
制
連
行
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
今
日
の
「
外
国
人
社
員
」
や
「
不
法
就
労
」
外
国
人
労
働
者
の
就
労
問
題
も
、
「
人
の
受
入
れ
」
と
い
う
面
で
は
、
こ
れ
ら
の
歴
史
的
現
象
に
共
通
す
る
事
柄
で
あ
る。他方、「人の送り出し」でみるならば、日本は、明治以来長年にわたって「国内労働者とその家族」を「移民」
と
い
う
形
態
で
、
ハ
ワ
イ
や
ア
メ
リ
カ
、
さ
ら
に
は
中
南
米
諸
国
へ
送
り
出
し
て
き
た
「
労
働
力
輸
出
国
一
で
あ
り
、
戦
時
下
に
は
旧
満
州
へ
の
「
開
拓
移
民
」
を
経
験
し
て
い
る
。
本
稿
が
対
象
と
す
る
「
日
本
人
炭
鉱
労
働
者
の
西
ド
イ
ツ
へ
の
派
遣
」
を
、
こ
う
し
た
「
人
の
送
り
出
し
」
の
歴
史
的
流
れ
と
の
関
連
で
考
察
す
る
な
ら
ば
、
極
め
て
特
殊
な
事
例
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
や
中
南
米
諸
国
へ
の
「
海
外
移
民
」
と
も
、
戦
時
下
に
推
進
さ
れ
た
「
満
州
移
民
」
と
も
明
確
に
区
別
さ
れ
る
現
象
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
が
一
定
の
期
限
付
き
の
海
外
で
の
就
労
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
資
本
主
義
が
歴
史
的
に
経
験
し
て
き
た
国
外
へ
の
「
人
の
移
動
」
現
象
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
る
ほ
と
ん
ど
唯
一
例
外
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
れ
は
、
彼
等
を
受
け
入
れ
る
側
と
し
て
の
西
ド
イ
ツ
資
本
主
義
に
と
っ
て
は
、
す
で
に
開
始
さ
れ
て
い
た
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
も
と
で
の
諸
外
国
か
（３） 
ら
の
「
外
国
人
労
働
者
」
の
受
入
れ
の
一
環
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
〈
丁
日
の
日
本
の
外
国
人
労
働
者
の
就
労
問
題
と
の
関
連
で
、
こ
の
日
本
人
炭
鉱
労
働
者
の
西
ド
イ
ツ
派
遣
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
が
、
そ
れ
自
体
と
し
て
独
自
（４） 
に考察されていないのが現状である。
本
稿
の
対
象
は
、
日
本
人
炭
鉱
労
働
者
が
派
遣
さ
れ
る
ま
で
の
経
過
、
お
よ
び
第
一
陣
か
ら
第
五
陣
ま
で
の
派
遣
状
況
を
具
体
的
に
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
他
、
派
遣
さ
れ
た
炭
鉱
労
働
者
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
労
働
実
態
や
生
活
状
態
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
外
国
西ドイツにおける日本人炭鉱労働者 （５） 364 
人炭鉱労働者の歴史的な推移と、そのなかでの日本人炭鉱労働者のもつ意味、この問題が人の移動であるかぎり、
ド
イ
ツ
に
残
留
し
た
人
々
の
状
況
や
日
本
に
帰
国
し
た
人
々
の
状
況
な
ど
が
考
察
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
この歴史的な出来事のもつ意味を問うことができると思われる。これらの論点については、別稿で考察することに
したい。
注（１）『毎日新聞」昭和三十二年一月二○日付。
（２）第二次大戦後西ドイツ（ドイツ連邦共和国）と東ドイツ（ドイツ民主共和国）へと分裂したドイツは、一九八九年十一
月
の
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
を
経
て
一
九
九
○
年
十
月
三
日
に
統
一
し
た
。
本
稿
で
、
ド
イ
ツ
と
称
す
る
場
合
、
統
一
前
に
つ
い
て
は
、
西
ド
イ
ツ
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
（
３
）
「
外
国
人
労
働
者
」
は
、
ド
イ
ツ
語
の
○
四
の
日
昌
の
言
司
と
い
う
用
語
の
訳
で
あ
る
。
当
時
の
合
意
文
書
に
出
て
く
る
こ
の
用
語
は
、
日
本
語
で
は
「
客
分
労
働
者
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
（
「
座
談
会
西
ド
イ
ツ
で
働
く
日
本
人
」
国
民
評
論
社
『
国
民
評
論
』
昭
和
三
十
三
年
九
月
号
（
４
）
た
と
え
ば
、
岡
部
－
明
氏
は
、
『
日
本
経
済
新
聞
」
（
一
九
八
五
年
七
月
一
六
日
付
）
の
栗
原
達
男
氏
の
「
西
独
炭
坑
で
筑
豊
思
う
男
た
ち
」
に
依
拠
し
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
西
ド
イ
ツ
の
炭
坑
に
も
戦
後
、
大
量
の
外
国
人
労
働
者
が
導
入
さ
れ
、
日
本
か
ら
も
一
九
五
○
年
［
原
文
の
ま
ま
］
か
ら
、
一
九
六
一
一
年
ま
で
合
計
四
三
六
人
の
炭
坑
労
働
者
が
『
西
独
炭
坑
派
遣
団
」
の
名
目
で
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
い
る
」
（
『
多
民
族
社
会
の
到
来
」
御
茶
の
水
書
房
一
九
九
一
年
七
月
一
○
三
頁
）
。
桑原靖夫氏は、この点に関して次のように簡単に触れている。「一九六○年代には、韓国の労働者が西ドイツへ炭坑夫
や
看
護
婦
と
し
て
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
い
た
。
日
本
の
炭
坑
労
働
者
も
西
ド
イ
ツ
へ
働
き
に
出
た
」
（
『
国
境
を
越
え
る
労
働
者
」
岩
波
新
書
一
九
九
一
年
十
一
月
六
七
頁
）
。
九頁）。
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日
本
人
炭
鉱
労
働
者
が
派
遣
さ
れ
た
当
時
の
ド
イ
ツ
鉱
山
業
に
お
け
る
炭
鉱
労
働
者
に
関
す
る
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
（５） 
比〈和国労働省の資料で知ることができる。その第一は、必要とされる炭鉱労働者の補充が充分ではなかったこと、
と
り
わ
け
坑
内
労
働
者
の
未
充
足
問
題
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
五
四
年
時
点
で
年
間
約
六
万
人
の
坑
内
労
働
者
が
必
要
と
さ
れ
た
が
、
同
年
坑
内
労
働
者
と
し
て
新
た
に
編
入
で
き
た
の
は
四
万
五
千
人
で
し
か
な
か
っ
た
。
第
二
は
、
石
炭
鉱
山
に
お
け
る
労
働
者
の
年
齢
構
成
の
問
題
、
と
り
わ
け
坑
内
労
働
者
の
高
齢
化
現
象
の
進
行
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
四
年
の
石
炭
業
に
お
け
る
労
働
者全体の平均年齢は一一一五・四歳、坑内労働者の平均年齢は一一一四・三歳であるが、坑内労働者の約三分の一を占めて
い
た
採
炭
夫
の
平
均
年
齢
は
三
八
・
五
歳
で
あ
っ
た
。
実
際
に
採
炭
な
ど
の
重
労
働
に
従
事
す
る
業
務
遂
行
年
齢
層
で
あ
る
年
齢
二
六
歳
か
ら
四
五
歳
ま
で
の
坑
内
労
働
者
の
数
は
、
一
九
五
四
年
現
在
で
約
一
二
万
六
千
人
で
あ
る
が
、
そ
の
数
は
一
九
三
九
年
に
較
べ
る
と
三
万
三
千
人
も
下
回
っ
て
お
り
、
「
正
常
な
年
齢
構
成
に
は
遠
く
及
ば
な
い
」
現
実
を
憂
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
炭
鉱
労
働
者
の
次
代を担う一四歳から二四歳の若年層の補充が減少傾向にあることも指摘されている。第一一一に、鉱山労働を担う労働
力
は
、
身
長
、
体
重
、
視
力
を
は
じ
め
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
点
で
き
わ
め
て
健
康
な
労
働
力
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
こ
と
が
鉱
（６） 
山労働者の確保を年々難しくしている状況が付け加わる。
翌一九五六年の連邦労働省の報告「一九五五年の社会政策』のなかの「労働市場と雇用」の項目では、ノルト・
ラ
イ
ン
・
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
州
お
よ
び
そ
の
他
い
く
つ
か
の
工
業
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
二
）
ド
イ
ツ
の
状
況
派
遣
に
至
る
ま
で
の
経
過
西ドイツにおける日本人炭鉱労働者 （７） 362 
で
は
雇
用
状
況
が
好
転
し
た
こ
と
、
多
く
の
職
業
お
よ
び
経
済
領
域
で
専
門
労
働
力
や
補
助
労
働
力
が
不
足
し
て
い
る
点
が
指
摘
さ
れ
（７） 
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
鉄
・
金
属
生
産
加
工
業
、
農
業
、
家
事
、
建
設
業
、
鉱
山
業
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
た
い
く
つ
か
の
重
要
な
経
済
・
職
業
領
域
で
の
労
働
力
不
足
は
、
明
ら
か
に
外
国
人
労
働
者
の
組
織
的
な
受
け
入
れ
を
必
要
と
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
へ
の
イ
タ
リ
ア
人
労
働
力
の
募
集
と
斡
旋
に
関
す
る
イ
タ
リ
ア
政
府
と
の
協
定
」
が
締
結
さ
れ
（８） 
た点にも触れられている。この政府間協定が正式に締結されたのは、一九五五年一一一月一一○日である。
と
こ
ろ
で
ド
イ
ツ
は
、
外
国
人
労
働
者
の
相
互
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
す
で
に
一
九
五
三
年
の
時
点
で
西
欧
諸
国
と
相
互
協
力
協
定
を
結
ん
で
実
施
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
諸
国
と
は
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
ペ
イ
ン
、
そ
し
て
一
九
五
五
年
に
は
ス
イ
ス
が
加
わ
り
、
こ
れ
ら
八
ヵ
国
と
の
間
で
、
比
較
的
若
い
労
働
者
を
相
互
に
交
換
す
る
協
定
を
結
ん
で
い
た
。
協
定
は
、
一
八
歳
か
ら
三
○
歳
ま
で
の
労
働
者
を
原
則
と
し
て
一
年
間
お
互
い
の
国
に
派
遣
し
、
当
該
労
働
者
の
職
業
知
識
と
語
学
知
識
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ペ
イ
ン
と
は
そ
れ
ぞ
れ相互に一五○人ずつ、スイスとは一一○○人、スウェーデンとは一一五○人、イタリアとは三○○人、オーストリア
と
は
五
○
○
人
、
フ
ラ
ン
ス
と
は
一
千
人
の
合
計
二
七
○
○
人
の
労
働
者
を
毎
年
相
互
に
交
換
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
外
国
人
労
働
者
の
交
換
に
か
ん
す
る
協
定
は
、
ド
イ
ツ
か
ら
こ
れ
ら
八
ヵ
国
へ
派
遣
さ
れ
た
数
が
一
番
多
い
年
で
一
九
五
六
年の二○一一一四人であり、反対にこれらの国々からドイツへ流入した数が一番多い年は一九五五年の一二四四人であ
り
、
相
互
交
流
の
意
義
は
認
め
ら
れ
た
も
の
の
実
態
は
目
標
数
を
か
な
り
下
回
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
こ
の
種
の
（９） 
協
定
が
当
時
の
ド
イ
ツ
の
国
内
労
働
力
不
足
を
解
消
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
一
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
（８） 361 
何
故
、
遠
く
離
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
西
ド
イ
ツ
へ
日
本
の
炭
鉱
か
ら
労
働
者
が
派
遣
さ
れ
た
の
か
と
い
う
疑
問
に
つ
い
て
は
、
雑
誌
『
国
民
評
論
」
’
九
五
八
年
九
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
座
談
会
西
ド
イ
ツ
で
働
く
日
本
人
」
の
な
か
の
飼
手
真
吾
氏
（
労
働
省
審
議
官［当時］）の「この問題を一番最初に考えついた人は、労働省の現在の総務課長、その当時は教育課長の大野雄
（、）
｜
一
郎
さ
ん
で
す
」
と
い
う
発
言
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
と
の
労
働
力
供
給
に
関
す
る
政
府
間
協
定
の
存
在
を
知
り
、
労
働
力
不
足
で
悩
ん
で
い
た
西
ド
イ
ツ
へ
日
本
の
労
働
者
を
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
互
の
交
流
を
図
る
こ
と
に意義を見出したひとりの労働官僚の考えがこの問題の発端であった。その背後には、一般の国民がヨーロッパへ
出
か
け
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
後
進
国
日
本
の
現
実
が
横
た
わ
っ
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
炭
鉱
労
働
者
の
派
遣
を
具
体
的
に
推
進
し
て
い
っ
た
の
は
、
こ
の
飼
手
真
吾
氏
で
あ
り
、
一
九
五
六
年
二
月
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
会
議
に
出
席
注／￣、／＝、〆＝、９８７ 
、_〆里.＝、＝〆
（５）３国の局、四局すの］←の同ロ四○ゴダ己○ヶ、守口、のロ］曰］四ケ月］①訊填豆函ご国ロロｇのの四局すの辱の匡四＃」＠ｍｍ・国司の四口の局口巨ｐ９の、【已已の←の旬
宮司シＨ丘の】←ロｐ９ｍｏ曰巴ｏＨ９ｐ巨口、）の．①患１＄函
（６）たとえば、一九五四年には約八五○○人の労働者が鉱山業で採用された。そのためには、一八歳から三五歳にいたる年
齢層の約一○万人の人々の応募がなければならなかった。回すの口冒の．＄②
（７）どの○且四」己。］］←」丙桿①⑰、履閂口並ご国巨ご□ののＰＨすの」←のす］凹写骨①ロつ贋の・得⑪
（
二
）
日
本
か
ら
の
炭
鉱
労
働
者
派
遣
の
動
き
二の司口の『【○Ｎ」○ミ】８叩ご□の弓シ口の薗巨の○ぼく○コ○四ｍ国『すの】目のぼ日の司口目〕、四面目のロニの［自己の○ずのご切目ｇ」］○ケの□し『ウ＆（‐
曰四局写すの国］の声巨口四のごＱの司国ロロロの閂の□ロワ］】丙Ｃの貝の○三四コＱ頂冒”ゴロロコ９のの四円すの】ず、亘巴（］①田⑧、．＄、ｌろつ
回すのロロ四ｍ』の
西ドイツにおける日本人炭鉱労働者 （９） 360 
した機会を利用して、ドイツ側と接触し、ルール鉱山企業連合（ロョの目の西日のロのぐの弓四三ｍ二局すの后冨こ）も受
け
入
れ
に
積
極
的
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
時
点
で
両
国
の
あ
い
だ
に
生
じ
て
い
た
困
難
な
問
題
は
、
一
人
あ
た
り
五
○
万
か
ら
六
○
万
円
も
す
る
往
復
旅
費
を
誰
が
負
担
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
氏
の
発
言
に
よ
れ
ば
、
二
月
の
渡
欧
前
に
、
在
ベ
ル
リ
ン
の
日
本
総
領
事
や
在
日
本
ド
イ
ツ
大
使
館
の
参
事
官
を
通
じ
て
ド
イ
ツ
側
の
意
向
を
打
診
し
た
り
、
当
時
の
日
本
で
は
強
力
な
労
働
組
合
で
あ
っ
た
炭
労
（
「
日
本
炭
鉱
労
働
組
合
」
）
の
委
員
長
と
の
数
回
に
わ
た
る
話
し
合
い
の
実
施
な
ど
、
実
現
に
向
（ｕ） 
け
て
精
力
的
に
動
い
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
炭
鉱
の
経
営
者
団
体
で
あ
る
石
炭
経
協
（
「
日
本
石
炭
鉱
業
経
営
者
協
議
会
」
）
を
は
じ
め
、
炭
労
や
全
炭
鉱
（
「
全
国
石
炭
鉱
業
労
働
組
合
」
）
な
ど
の
労
働
組
合
に
正
式
に
こ
の
問
題
が
提
案
さ
れ
た
の
は
二
月
の
渡
欧
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
経
営
者
側
の
対
応
に
つ
い
て
、
当
時
の
石
炭
経
協
常
務
理
事
の
松
本
栄
一
氏
は
、
「
当
時
、
業
界
各
社
は
逸
早
く
カ
ッ
ペ
、
ホ
ー
ベ
ル
の
導
入
を
試
み
つ
つ
あ
っ
た
時
で
も
あ
り
、
…
…
こ
の
進
ん
だ
技
術
を
身
を
も
っ
て
修
得
し
た
い
」
、
「
西
欧
民
主
主
義
を
肌
で
学
び
と
る
」
、
「
日
独
親
善
に
も
寄
与
す
る
」
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
働
き
、
「
心
身
共
に
優
秀
な
者
を
送
り
出
そ
う
と
い
う
こ
と
で
選
考
に
着
手
し
（皿）
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
だ
が
、
「
大
手
各
社
の
中
に
は
”
せ
っ
か
く
炭
況
が
上
向
い
て
労
務
者
に
精
一
杯
働
い
て
も
壽
ら
え
る
時
に
な
っ
（旧）
た
い
ま
引
き
抜
か
れ
る
の
は
つ
ら
い
“
と
消
極
的
な
社
も
あ
る
」
と
い
う
記
事
が
見
ら
れ
た
の
も
現
実
で
あ
っ
た
。
労働省は、一一一月一一一○日付で、労働者派遣の要綱を経営者団体と労働組合に提示している。これを受けて、石炭経
（ｕ） 
協
は
、
同
年
四
月
一
○
日
の
在
京
理
事
〈
奏
で
、
炭
鉱
労
働
者
の
西
独
派
遣
を
正
式
に
決
定
し
た
。
こ
の
頃
の
炭
労
副
委
員
長
の
談
話
で
は
、
炭
労
は
ま
だ
正
式
な
態
度
を
決
定
し
て
い
な
い
こ
と
、
西
独
に
在
住
し
て
い
る
間
の
日
本
の
会
社
と
の
雇
用
関
係
、
留
守
中
の
（過）
待遇、退職金、旅費などが態度決定前に解決しなければな》ｂない問題であること、などが指摘されている。いずれ
も
、
労
働
者
の
利
益
を
代
表
す
る
労
働
組
合
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
明
確
に
す
べ
き
問
題
点
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
炭
労
が
、
(１０） 359 
「
組
合
の
求
め
る
諸
条
件
が
了
承
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
こ
の
派
遣
計
画
に
賛
成
し
た
」
の
は
、
四
月
二
○
日
の
中
央
執
行
委
員
会
（岨）
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
同
年
六
月
に
は
、
ボ
ン
で
日
独
両
国
の
労
働
大
臣
の
間
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
原
則
的
な
く
ロ
意
が
な
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
七
月
一
八
日
に
は
両
国
労
働
省
の
間
に
合
意
文
書
『
ル
ー
ル
石
炭
鉱
業
に
お
け
る
日
本
人
鉱
山
労
働
者
の
期
限
付
き
就
労のための計画』への仮調印が行われている。
以
降
、
派
遣
へ
の
動
き
は
急
速
に
展
開
し
、
日
本
側
の
労
働
者
派
遣
体
制
は
、
す
で
に
八
月
の
段
階
で
確
立
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
八月七日には、労働省に政府（労働省、外務省、厚生省）、労働者（炭労、全炭鉱）、使用者（関係会社）および日
本
海
外
協
会
連
合
会
の
代
表
で
構
成
さ
れ
る
「
炭
鉱
労
働
者
西
独
派
遣
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
、
労
働
者
の
募
集
、
選
考
、
訓
練
な
ど
（Ⅳ） 
の業務にあたることになった。八月九日には、同協議〈室によって『西独派遣労務者第一次募集並びに選考要領』が
決定され、具体的な人選に入っている。
そ
の
後
、
日
本
側
で
は
、
一
○
月
二
六
日
に
「
日
本
人
鉱
山
労
務
者
の
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ル
ー
ル
炭
鉱
に
お
け
る
期
限
付
就
労
の
た
め
の
取
り
極
め
に
関
す
る
件
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
そ
し
て
二
月
二
日
に
は
両
国
外
務
省
の
間
で
交
換
公
文
（
口
上
書
）
が
取
り
（旧）
交わされ、さきのムロ意文書は正式調印されるに至った。なお、ドイツ側では、’九五七年一一月一○日付けで、「職
業
技
術
の
完
成
と
知
識
を
広
め
る
た
め
の
ル
ー
ル
石
炭
鉱
業
に
お
け
る
日
本
人
鉱
山
労
働
者
の
期
限
付
き
就
労
に
関
す
る
日
本
政
府
と
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
政
府
と
の
間
の
協
定
」
と
し
て
、
両
国
政
府
が
交
換
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
口
上
書
お
よ
び
「
ル
ー
ル
石
炭
鉱
業
に
お
け
る
日
本
人
鉱
山
労
働
者
の
期
限
付
き
就
労
の
た
め
の
計
画
」
、
そ
の
他
、
坑
内
労
働
に
従
事
す
る
前
の
健
康
状
態
の
検
査
項
目
を
記
（四）
し
た
ド
ル
ト
ム
ン
ト
鉱
山
保
安
監
督
局
本
部
の
文
書
お
よ
び
健
康
診
断
書
な
ど
の
附
属
文
書
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
以上が派遣に至るまでの簡単な経過である。「西独でそんなに労働者を欲しがっているならば、日本でもその目
（別）
的
に
応
じ
た
ら
い
い
」
と
い
う
ひ
と
り
の
労
働
官
僚
の
ア
イ
デ
ア
は
、
政
府
主
導
の
日
本
人
労
働
者
の
西
ド
イ
ツ
派
遣
へ
と
結
実
し
西ドイツにおける日本人炭鉱労働者 (〃）358 
た
。
し
た
が
っ
て
、
派
遣
は
日
本
側
の
提
案
に
よ
っ
て
具
体
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
じ
敗
戦
国
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
日
本
人
炭
鉱
労
働
者
の
派
遣
は
、
後
進
国
日
本
か
ら
先
進
国
ド
イ
ツ
へ
の
労
働
者
の
渡
航
と
い
う
色
彩
が
強
い
。
た
と
え
ば
、
労
働
省
職
業
安
定
局
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
わ
が
国
の
移
民
問
題
は
、
従
来
は
主
と
し
て
南
米
又
は
ハ
ワ
イ
に
対
す
る
農
業
移
民
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
近
代
的
労
働
者
と
し
て
然
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ま
ん
中
へ
進
出
す
る
こ
と
は
今
回
が
始
め
て
で
あ
る
。
今
後
日
本
の
労
働
者
は
国
内
の
せ
ま
い
労
働
市
場
に
き
よ
く
せ
き
〔
原
文
の
ま
ま
〕
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
勤
勉
、
忍
耐
、
努
力
と
、
培
わ
れ
た
技
能
を
生
か
し
、
大
い
に
世
界
に
雄
飛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
そ
の
こ
と
が
又
現
在
の
世
界
に
見
る
如
く
、
労
働
力
の
不
足
の
た
め
資
源
の
開
発
と
経
済
の
よ
り
高
度
の
発
展
が
さ
ま
た
げ
ら
れ
て
い
る
国
と
労
働
力
が
過
剰
な
た
め
に
失
業
と
社
会
的
困
窮
が
存
在
し
て
い
る
国
と
が
併
存
し
て
い
る
現
象
を
解
消
し
全
世
界
の
人
類
の
福
祉
と
繁
栄
が
広
く
同
一
歩
調
を
（Ⅲ） 
と
っ
て
進
む
偉
大
な
る
道
に
通
ず
る
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
」
。
こ
こ
に
は
、
労
働
力
の
国
際
的
移
動
に
よ
っ
て
、
労
働
力
不
足
を
抱
え
た
国
と
労
働
力
過
剰
を
抱
え
た
国
と
が
お
互
い
の
問
題
を
解
消
し
て
ゆ
く
こ
と
に
積
極
的
な
意
義
を
見
出
そ
う
と
い
う
視
点
が
見
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
派
遣
に
つ
い
て
、
「
『
移
民
』
で
は
な
い
が
、
そ
う
か
と
云
っ
て
単
な
る
視
察
、
見
学
の
た
め
の
労
働
者
交
流
と
も
ち
が
い
、
新
し
い
性
格
を
持
っ
た
労
働
力
の
海
外
進
出
と
し
て
今
後
の
わ
が
国
に
と
っ
て
一
つ
の
テ
ス
ト
・
ケ
ー
ス
と
な
る
べ
（犯）
き
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
。
Ｉ５ＥＩＩＩＵ注
、-ノ、-〆邑一〆里_〆
同
右
五
～
六
同
右
六
頁
。
「北海道新聞』
国民評論社『国民評論』
同
右
五
～
六
頁
。昭
和
三
十
一
年
八
月
十
八
日
付
前
掲
雑
誌
四
頁
。
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わ
れ
わ
れ
は
、
派
遣
の
具
体
的
な
内
容
を
両
国
政
府
間
で
交
換
さ
れ
た
『
口
上
書
」
お
よ
び
「
ル
ー
ル
石
炭
鉱
業
に
お
け
る
日
本
人
（羽）
鉱山労働者の期限付き就労のための計画』から知ることができる。口上書には、派遣の基本的な内容が一示されてい
る。すなわち、日本の炭鉱で最低三年間の坑内労働を経験した二一歳から一一一○歳までの独身の日本人鉱山労働者
が
、
五
○
○
人
の
範
囲
で
職
業
技
術
の
完
成
と
知
識
を
広
め
る
た
め
に
労
務
者
と
し
て
三
年
間
ル
ー
ル
炭
鉱
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
、
派
遣される労働者は、日本の会社に所属し、ドイツ滞在期間中は休職扱いにすること、ドイツにおける労働期間は日
本
に
お
け
る
労
働
期
間
と
み
な
し
日
本
の
年
金
請
求
権
は
ド
イ
ツ
滞
在
期
間
中
も
継
続
す
る
こ
と
、
ま
た
ル
ー
ル
炭
鉱
に
お
け
る
日
本
人労働者の就労に関してはドイツの鉱員年金保険の適用除外が認められること、ドイツで就労する日本人労働者の
賃金、労働保護および労働時間などの労働条件は、同種のドイツ人労働者と同等であることなどである。
（ｕ）「炭礦労働者西独派遣」（日本石炭鉱業経営者協議会『石炭労働年鑑』昭和三十一年版四三一一一頁）。
（
旧
）
『
北
海
道
新
聞
」
昭
和
三
十
一
年
四
月
十
一
日
付
（咄）日本炭鉱労働組合『第十六回臨時大会資料」（一九五六年十月十八日～一一十一日）一一一三頁。
（
Ⅳ
）
日
本
石
炭
鉱
業
経
営
者
協
議
会
『
石
炭
労
働
年
鑑
」
昭
和
三
十
一
年
版
四
四
一
頁
。
（
蛆
）
同
右
『
石
炭
労
働
年
鑑
』
昭
和
三
十
一
年
版
四
三
三
頁
。
（岨）③国巨ｐｇのの、『すの房ワ］口宝四・■・○・ｚＨ・函へ』①巴》の・３１『◎
（
別
）
国
民
評
論
社
『
国
民
評
論
」
前
掲
雑
誌
五
頁
。
（
Ⅲ
）
雇
用
安
定
課
「
炭
鉱
労
働
者
の
西
独
派
遣
に
つ
い
て
」
労
働
省
職
業
安
定
局
編
『
職
業
安
定
広
報
』
一
九
五
六
年
十
月
号
（
第
七
巻
第
十
号）一一五～二六頁。
（
皿
）
「
炭
鑛
労
働
者
の
西
濁
へ
の
派
遣
」
日
本
Ｉ
Ｌ
Ｏ
協
会
『
世
界
の
労
働
』
’
九
五
六
年
十
一
月
号
八
頁
。
（
三
）
派
遣
の
具
体
的
内
容
西ドイツにおける日本人炭鉱労働者 (１３） 356 
ま
た
、
派
遣
の
内
容
を
さ
ら
に
具
体
化
し
た
付
属
計
画
書
は
、
全
文
一
四
節
二
七
項
目
か
ら
な
っ
て
い
る
。
各
節
の
表
題
と
項
目
数
を示すと、以下のとおりである。｜、計画の性格と範囲（一～一一一）、二、労働者の選抜（四～五）、一一一、推薦名簿と
採用（六～七）、四、輸送の手配（八）、五、滞在許可、労働許可と雇用承認（九～一○）、六、労働契約（｜）、
七、見習い期間（一一一）、八、均等待遇（一三）、九、社会保障（一四～’六）、一○、旅費（一七～一八）、｜｜、
宿舎と賄い（一九）、一一一、賃金の送金（一一○）、一一一一、労働契約期限前の終了（一一一～一一三）、’四、連絡員の派
遣と世話（二四～二七）。以下、必要と思われる内容をみることにしよう。
「
五
○
○
人
の
労
働
者
の
三
年
間
の
就
労
」
は
、
｜
、
「
計
画
の
性
格
と
範
囲
」
で
、
さ
ら
に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
陣
は
五
五
名
で
構
成
さ
れ
、
協
定
締
結
後
三
ヵ
月
以
内
に
就
労
を
開
始
す
る
こ
と
、
そ
れ
以
降
の
派
遣
に
つ
い
て
は
第
一
陣
到
着
後
一
八
ヵ
月
以
内
に
漸
次
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
一
陣
が
就
労
を
開
始
し
て
か
ら
六
ヵ
月
以
内
の
経
験
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
で
は
、
派
遣
さ
れ
る
労
働
者
は
日
本
の
鉱
山
会
社
の
従
業
員
か
ら
選
抜
さ
れ
、
会
社
派
遣
で
あ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
帰
国
後
は
も
と
の
会
社
で
就
労
す
る
権
利
を
も
つ
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
一一、「労働者の選抜」と三、「推薦名簿と採用」では、日本側が労働者の選抜を行い、候補者の健康診断書とレン
ト
ゲ
ン
写
真
、
お
よ
び
犯
罪
歴
の
な
い
証
明
書
を
添
付
し
た
候
補
者
リ
ス
ト
を
在
日
ド
イ
ツ
大
使
館
を
通
じ
て
ド
イ
ツ
に
送
付
す
る
こ
と
、
最
終
的
な
派
遣
労
働
者
の
採
用
は
ド
イ
ツ
側
が
行
い
、
そ
の
決
定
と
出
発
の
日
時
を
日
本
側
に
通
知
す
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
四
、
「
輸
送
の
手
配
」
は
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
ド
イ
ツ
側
が
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
飛
行
機
で
行
う
。
六
、
「
労
働
契
約
」
は
、
出
発前にあらかじめ両国語の書類が用意され、派遣労働者は出国前にそれに署名するとともにその一部を両国語で受
け
取
る
。
し
た
が
っ
て
労
働
契
約
は
、
当
該
労
働
者
が
ド
イ
ツ
の
就
労
地
に
到
着
し
た
日
か
ら
発
効
す
る
。
ド
イ
ツ
の
鉱
山
保
安
規
則
の第一六章「労働者保護」第三○九条には、「労働者は、上司や同僚の口頭での指示を正しく理解し、応答できる
(１４） 355 
だ
け
の
充
分
な
ド
イ
ツ
語
が
で
き
る
場
合
に
の
み
坑
内
労
働
に
従
事
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
」
と
い
う
規
定
が
あ
る
。
こ
の
規
則
と
の
関
連
で
、
七
、
「
見
習
い
期
間
」
に
は
、
派
遣
労
働
者
は
充
分
な
ド
イ
ツ
語
知
識
を
え
る
た
め
に
、
は
じ
め
の
六
週
間
は
坑
外
作
業
に
従
事
し
、
ド
イ
ツ
語
教
育
を
受
け
る
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
そ
の
後
、
一
ヵ
月
の
固
定
給
に
よ
る
教
育
切
羽
で
の
見
習
と
二
ヵ
月
の
請
負給による見習期間をへた後は、ドイツ人労働者と同様に就労し、同じ賃金を受けとることができる。八、「均等
待
遇
」
で
は
、
日
本
人
労
働
者
は
ド
イ
ツ
人
労
働
者
と
同
等
に
扱
わ
れ
る
こ
と
、
ま
た
ド
イ
ツ
国
民
と
同
様
に
生
命
や
財
産
お
よ
び
権
利
が
保
護
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
九
、
「
社
会
保
障
」
で
は
、
日
本
人
労
働
者
は
、
疾
病
保
険
、
災
害
保
険
、
失
業
保
険
な
ど
す
べ
て
の
社
会
保
険
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
人
労
働
者
と
同
様
の
適
用
を
う
け
る
こ
と
、
し
か
し
年
金
保
険
に
つ
い
て
は
日
本
の
年
金
保
険
の
継続適用をうけるものとし、したがってドイツ鉱員年金保険の適用除外が認められ、ドイツ鉱員年金
に
対
し
て
は
い
か
な
る
請
求
も
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
初
か
ら
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
派
遣
労
働
者
の
往
復
旅
費
負
担
の
問
題
に
関
連
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
旅
費
」
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
側
で
措
置
す
る
こ
と
と
し
、
具
体
的
に
は
適
用
除
外
さ
れ
た
ド
イ
ツ
鉱
員
年
金
保
険
の
労
働
者
負
担
分
と
使
用
者
負
担
分
の
保
険
料
を
積
立
て
て
お
い
て
往
復
の
飛
行
機
代
に
充
当
す
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
宿
舎
は
、
ド
イ
ツ
鉱
山
会
社
の
独
身
寮
が
用
意
さ
れ
、
賄
い
付
き
の
宿
泊
料
は
一
ヵ
月
一
人
当
た
り
一
五
○
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
で
あ
る
。
食
事
に
つ
い
て
は
、
出
来
る
だ
け
日
本
の
生
活
様
式
や
習
慣
を
考
慮
す
る
こと、また日本人派遣労働者を適時ドイツ人家庭に下宿させる旨の記述がみられる（「宿舎と賄い」）。一二、「賃金
の送金」では、派遣労働者が賃金残額を日本へ送金することが可能であることを規定している。
一三、「労働契約期限前の終了」は、主に一一一年間の契約期間の途中で何等かの事情で日本へ帰国する場合の旅費
な
ど
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
途
中
帰
国
が
労
働
者
本
人
の
責
任
に
期
す
る
場
合
の
帰
国
旅
費
な
ど
の
取
扱
い
は
曰
本
側
が
負
担
す
る
こ
と
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
つ
い
て
は
ド
イ
ツ
側
が
負
担
す
る
こ
と
な
ど
の
規
定
が
あ
る
。
一
四
、
「
連
絡
西ドイツにおける日本人炭鉱労働者 (１５） 354 
員
の
派
遣
と
世
話
」
は
、
派
遣
さ
れ
る
日
本
人
労
働
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
世
話
、
ド
イ
ツ
の
会
社
と
の
交
渉
、
日
本
大
使
館
と
の
連
絡
な
ど
の
仕
事
に
携
わ
る
五
名
以
内
の
連
絡
員
を
ド
イ
ツ
に
派
遣
す
る
こ
と
を
両
国
が
合
意
し
た
こ
と
、
こ
れ
ら
連
絡
員
の
雇
用
関
係
や
給
料
の
支
払
い
、
宿
舎
や
賄
い
な
ど
に
つ
い
て
の
細
か
い
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
学
を
卒
業
し
て
就
職
し
た
職
員
か
ら
な
る
こ
れ
ら
の
連
絡
員
は
雇
用
関
係
は
日
本
の
会
社
の
も
の
が
そ
の
ま
ま
継
続
す
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
そ
の
賃
金
も
日
本
の
会
社
が
支
払
う
こ
と
、
連
絡
員
は
派
遣
労
働
者
の
渡
航
一
ヵ
月
前
に
ド
イ
ツ
へ
渡
航
し
て
、
ド
イ
ツ
の
会
社
と
協
力
し
て
受
入
れ
準
備
に
携
わ
る
こ
と
、
連
絡
員
の
滞
在
期
間
は
八
ヵ
月
と
す
る
こ
と
、
連
絡
員
の
往
復
旅
費
は
日
本
側
が
負
担
す
る
こ
と
、
し
か
し
、
こ
れ
ら
職
員
の
宿
舎
と
賄
い
に
つ
い
て
は
日
本
人
労
働
者
と
同
じ
待
遇
を
ド
イ
ツ
側
が
無
償
で
提
供
し
、
ま
た
こ
れ
ら
の
職
員
の
労
働
災
害
に
対
し
て
は
ド
イ
ツ
災
害
保
険
法
の
適
用
が
保
証
さ
れ
る
。
ま
た
、
日
本
政
府
が
政
府
職
員
や
鉱
山
技
師
各
一
名
を
監
視
員
と
し
て
全
期
間
派
遣
す
る
場
合
の
給
料
や
旅
費
は
日
本
側
の
負
担
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
便
宜
を
ド
イ
ツ
側
が
図
る
こ
と
に
つ
い
て
の
規
定
も
あ
る
。
非
常
に
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
以
上
が
日
本
人
炭
鉱
労
働
者
の
ド
イ
ツ
派
遣
計
画
の
具
体
的
な
内
容
で
あ
る
。
問
題
は
賃
金
額
で
あ
る
が
、
』
ヵ
月
二
六
日
稼
働
で
手
取
り
賃
金
は
平
均
五
○
○
マ
ル
ク
（
約
四
万
三
千
円
）
と
い
う
の
が
当
時
一
般
的
に
報
じ
ら
れ
（四）
て
い
た
金
額
で
あ
り
、
そ
れ
は
日
本
で
の
賃
金
の
約
二
倍
で
あ
っ
た
。
炭
労
が
、
派
遣
計
画
に
賛
成
す
る
態
度
を
決
定
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
省
が
炭
労
に提示した派遣要綱の中の「目的」に、（１）先進炭鉱業の技術を習得し、（２）西欧民主主義国の実情を体験せし
め
、
（
３
）
西
独
に
お
け
る
炭
鉱
労
働
力
の
不
足
を
緩
和
し
以
っ
て
日
独
親
善
に
寄
与
す
る
と
あ
る
が
、
（
１
）
に
つ
い
て
は
問
題
な
く、（２）については、これが特に本人を拘束するものがないことが明らかであり、（３）については、労働条件が
（妬）
ド
イ
ツ
の
労
働
者
と
全
く
同
じ
な
ら
ば
よ
い
、
と
考
一
え
て
態
度
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
派
遣
労
働
者
の
「
身
分
上
の
取
扱
い
」
や
「
勤
続
年
数
の
取
扱
い
」
な
ど
八
項
目
に
つ
い
て
、
一
九
五
六
年
八
月
一
○
日
付
の
文
書
「
西
独
派
遣
労
務
者
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
』
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で、経営者団体である石炭経協とのあいだで確認している。それによれば、「身分上の取扱い」では、「在籍のまま
と
し
て
派
遣
期
間
中
は
休
職
扱
い
」
に
し
、
「
帰
国
後
は
原
職
に
復
帰
さ
せ
る
」
こ
と
、
「
勤
続
年
数
の
取
扱
い
」
に
つ
い
て
は
、
「
派
遣
期
間
は
原
職
種
に
よ
り
引
き
続
き
勤
続
し
た
も
の
と
し
て
通
算
す
る
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
「
労
働
者
の
派
遣
で
職
場
に
欠
員
が
生
じ
て
も
新
規
採
用
に
よ
る
補
充
は
し
な
い
こ
と
」
や
「
鉱
業
所
よ
り
羽
田
空
港
ま
で
の
旅
費
は
、
各
社
の
旅
費
規
程
で
支
給
す
る
（妬）
こと」、「仕度金として、一人五万円が支給されること」などが確認されている。経営者団体とのこうした確認や上
記「計画書」の「均等待遇」などの内容からも、労働組合が危倶していた事項はほぼ払拭されていたといえるであ
ろう。注（羽
）
こ
れ
ら
の
文
書
の
日
本
語
訳
は
、
「
石
炭
労
働
年
鑑
』
昭
和
三
十
一
年
版
（
前
掲
）
四
三
四
～
四
四
一
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
掲
載
し
た
要
旨
は
、
そ
の
他
の
文
献
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
日
本
語
訳
お
よ
び
ド
イ
ツ
語
原
文
を
参
照
し
て
い
る
。
（
別
）
「
石
炭
労
働
年
鑑
」
（
昭
和
三
十
一
年
版
）
に
は
、
「
ル
ー
ル
鉱
業
に
お
け
る
独
身
日
本
人
労
働
者
の
一
ヵ
月
二
六
日
稼
働
の
月
間
給
与
」
と
して、「坑外作業」、「坑内見習作業」、「切羽における見習作業」、「一年目、一一年目、三年目の請負作業」の一ヵ月の賃金
総
額
お
よ
び
手
取
金
額
が
一
覧
表
に
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
見
習
い
期
間
中
の
手
取
賃
金
は
、
だ
い
た
い
三
○
○
か
ら
四
○
○
マ
ル
ク
、
請
負
作
業
で
の
手
取
平
均
賃
金
は
約
五
○
○
マ
ル
ク
で
あ
る
。
同
じ
数
字
は
、
「
炭
鑛
労
働
者
の
西
燭
へ
の
派
遣
」
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
協会『世界の労働」一九五六年十一月号）でも見込み賃金額として紹介されている。
また当時の新聞報道では、｜賃金は月約六万円を支給」「北海道新聞」昭和三十一年四月十一日付夕刊）といった報道、
「大体月六○○マルク（約五万二千円）くらい、最高は月八○○マルクくらいとることもあります。日本の場合と比較す
る
と
、
約
二
倍
に
は
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
（
「
座
談
会
西
ド
イ
ツ
で
働
く
日
本
人
」
前
掲
『
国
民
評
論
」
昭
和
三
十
三
年
九
月
号
十
三
頁
）
な
ど
も
あ
る
。
（
邪
）
日
本
炭
鉱
労
働
組
合
『
第
十
六
回
臨
時
大
会
資
料
』前掲書一一一三頁。
（
閉
）
『
西
独
派
遣
労
務
者
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
』
同
右
資
料
一
二
四
頁
。
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日本から受入れの打診を受けたドイツ労働省は、一九五六年一月三○日付けでルール鉱山企業連合に「ドイツ石
炭業における外国人労働者（○四の冨司ケの言局）としての日本人鉱山労働者の就労について』という文書を送り、受
入れが可能かどうかを問い合わせている。文書では、はじめに日本の労働省から連邦政府に約五○○人の鉱山労働
者を約三年間ドイツ石炭業で外国人労働者として就労させることが可能かどうかの問い合わせがあったことに触
れ、日本側の提案によれば、少なくとも日本の炭鉱で一一一年間の実務労働の経験のある一二歳から一一五歳までの坑内
労働者で、労使の代表で構成される委員会で選出された者であり、ドイツでの就労期間中もそれまでの日本の会社
に
所
属
し
、
帰
国
後
は
も
と
の
職
場
に
復
帰
す
る
こ
と
、
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
日
本
側
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
期
待
し
て
いるのは、「西ヨーロッパの石炭業における近代的な作業方法を学ぶこと」、「西ドイツの労働条件を学ぶこと」、
「
彼
等
の
滞
在
が
新
し
い
、
重
要
な
領
域
に
お
け
る
両
国
の
友
好
関
係
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
」
で
あ
る
点
に
も
触
れ
て
い
る
。
そ
のうえで、第一に、一定期間の教育目的のために働いてもらう労働者について関心があるかどうか、第二に、企業
が渡航費用、その他の経費を負担する用意があるかどうか、第三に、五○○人の外国人労働者の就労によって経営
（汀）
上
の
支
障
が
生
ず
る
か
ど
う
か
、
な
ど
に
つ
い
て
の
解
答
を
求
め
て
い
る
。
この連邦労働省の問い合わせに対して、企業連合は二月はじめに会議を開き、また同月末には、ドイツ鉱山労働
組合との会合をへた後、連合加盟企業宛てに日本人労働者の受入れを希望する企業があるかどうか、受け入れる場
合には何人の受入れが可能であるかを問う文書を一一一月一○日付けで発送している。この文書の中で、この問題に対
するドイツ鉱山労働組合の態度を知ることができる。すなわち、同組合は二月二九日の企業連合との会合で、「現
（
四
）
受
入
れ
側
ド
イ
ツ
の
動
向
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加
盟
各
企
業
の
意
向
を
受
け
て
、
企
業
連
合
本
部
は
一
九
五
六
年
四
月
一
四
日
付
け
で
連
邦
労
働
省
宛
て
に
返
書
を
送
っ
て
い
る
。
その要点は、以下の一一一点である。第一に、三年間の日本人外国人労働者の就労について、企業連合傘下の各企業は
基
本
的
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
問
い
合
わ
せ
の
件
に
つ
い
て
は
、
合
計
四
六
○
人
の
日
本
人
外
国
人
労
働
者
の
た
め
の
教
育
の
場
と
職
場
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
だ
が
さ
し
あ
た
り
約
一
○
○
人
か
ら
な
る
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
を
受
け
入
れ
て
、
そ
の
経
験
を
集
約
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
な
ど
を
回
答
し
て
い
る
。
第
二
は
、
受
入
れ
に
前
向
き
な
鉱
山
会
社
は
、
教
育
に
必
要
な
費
用
を
負
担
す
る
用
意
は
あ
る
が
、
渡
航
費
用
や
そ
の
他
の
経
費
に
つ
い
て
は
負
担
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
日
本
の
政
府
代
表
と
の
会
議
の
席
上
で
、
ド
イ
ツ
鉱
員
年
金
保
険
の
労
使
双
方
の
掛
け
金
で
支
払
う
と
い
う
提
案
が
な
さ
れたが、この点を再度検討すべきであることを述べている。第三は、特別の経営上の困難についてであるが、すで
に
日
本
人
外
国
人
労
働
者
の
受
入
れ
を
表
明
し
て
い
る
鉱
山
会
社
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
炭
鉱
に
三
○
～
五
○
人
の
グ
ル
ー
プに分割して受け入れることとドイツ鉱山保安規則の第三○八条と第一一一○九条に規定されている前提条件が満たさ
れ
る
な
ら
ば
問
題
は
な
い
と
し
て
い
る
。
鉱
山
保
安
規
則
の
二
つ
の
条
文
は
、
坑
内
労
働
が
許
可
さ
れ
る
労
働
者
の
条
件
に
つ
い
て
規
実
的
な
経
験
を
得
る
た
め
に
、
こ
の
試
み
は
五
○
○
人
と
い
う
少
な
い
数
で
実
施
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
労
働
・
生
活
条
件
で
ド
イ
ツ
人
労
働
者
と
同
様
に
扱
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
日
本
人
外
国
人
労
働
者
の
就
労
に
反
対
す
る
考
え
は
な
い
こ
と
、
日
本
人
労
働
者
は
坑
内
労働につくまえに鉱山保安規則第三○九条に適応するだけの十分なドイツ語会話能力をマスターしていなければな
（犯）
ら
な
い
」
と
い
う
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
企
業
連
合
本
部
の
文
奎
皀
に
対
し
て
、
実
際
に
多
く
の
日
本
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
た
カ
ストロップ・ラウックセルのクレックナー鉱山会社ビクトール・イッカーン鉱は、一一一月一六日付の文書で「二○名
の
日
本
人
労
働
者
に
働
い
て
も
ら
う
用
意
が
あ
る
」
と
回
答
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
情
報
が
引
き
続
き
提
供
さ
れ
る
（羽）
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
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定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
原
則
と
し
て
、
精
神
的
・
肉
体
的
に
健
康
な
炭
鉱
労
働
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
外
国
人
の
場
合
に
は
、
坑
内
労
働
に
従
事
す
る
前
に
十
分
な
ド
イ
ツ
語
会
話
能
力
を
習
得
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
返
書
で
は
、
日
本
人
炭
鉱
労
働
者
の
就
労
能
力
や
ド
イ
ツ
の
炭
鉱
で
働
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
に
対
す
る
危
倶
に
関
し
て
は
、
ア
ー
ヘ
ン
エ
業
大
学
の
教
授
で
あ
り
、
日
本
の
石
炭
鉱
業
に
も
精
通
し
て
い
る
フ
リ
ッ
チ
ェ
教
授
の
論
文
を
根
拠
と
し
て
、
日
本
の
炭
鉱
労
働
者
の
職
業
能
力
は
ド
イ
ツ
の
炭
鉱
労
働
者
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
日
本
人
の
ド
イ
ツ
の
炭
鉱
で
の
就
労
に
は
実
践
的
な
価
値
が
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
ま
た
ド
イ
ツ
鉱
山
労
働
組
合
も
、
日
本
人
外
国
人
労
働
者
が
ド
イ
ツ
人
労
働
者
と
全
く
同
じ
労
働
条
（釦）
件
を
保
障
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
問
題
に
異
論
は
な
い
と
い
う
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
点
に
も
触
れ
て
い
る
。
以
上
の
資
料
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
九
五
六
年
一
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
ド
イ
ツ
側
で
も
連
邦
労
働
省
、
ル
ー
ル
鉱
山
企
業
連
合
お
よ
び
各
鉱
山
会
社
、
そ
し
て
労
働
組
合
と
の
間
で
日
本
か
ら
の
外
国
人
労
働
者
の
受
入
れ
を
巡
っ
て
幾
多
の
会
議
や
文
書
の
交
換
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
そ
の
動
き
は
、
丁
度
同
じ
時
期
に
日
本
の
側
で
も
派
遣
を
巡
っ
て
同
じ
よ
う
な
動
き
が
あ
っ
た
の
と
符
合
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
文
書
か
ら
、
日
本
の
労
働
省
が
ド
イ
ツ
側
に
最
初
に
提
案
し
た
の
は
二
一
歳
か
ら
一
一
五
歳
の
若
い
労
働
者
の
派
遣
で
あ
っ
た
こ
と
、
往
復
渡
航
費
の
負
担
が
問
題
点
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
解
か
る
。
注（〃）□の『国巨ロロの切目目］の言の可さ弓シ同すの昼ご□のの○面畦一両ロロ囚一四℃囚已の○すの弓、の司囚四局ケの］←の弓』Ｂ』の貝の○ケのご【○ロの□ずの弓、ケ四巨凹］の
○口の宮司すの］←の司虞シコ巳のロロョの司口の冒口のロの『の局す山口Ｑ田口ず弓ケの局、ケ四Ｆｍｏｐｐ》ｇのご巻・］・乞詔
（邪）ロ日日ロの冒口のロのぐのＨケ四コＱ因ロゲ同すの円、ワロＥ３、①の○ゴ陛猷、ロロロ囚］四℃口日切○ずの司国の司囚四局すの］←の旬」曰」の巳の○ずの。【○ケ］の□すの『囚‐
ケ四口ロ］の○四ｍｇ『ウの］←のＨ・シロ＆の言』肩」］の９ｍｍの印の］］の呂口津のＰ固のの①Ｐｇのロ］◎・》［胃園］①詔
（羽）【］○○丙口のＨ１国の『ぬケ四口ご旨一○円－斤【の吋目ご困巨。」の○け弓の】ケのロｚ『・『》］Ｐ②．』①詔屡》シロ』のニロローの『ロの冒口のロ、『の弓ケロロ曰
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す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
日
本
側
は
一
九
五
六
年
八
月
末
に
は
具
体
的
な
人
選
に
入
っ
て
い
る
。
そ
の
基
準
と
な
っ
た
の
が
、
「
西
独
派
遣
労
務
者
第
一
次
募
集
並
び
に
選
考
要
領
』
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
募
集
人
数
は
、
補
欠
の
五
名
を
含
め
て
六
○
名
で
あ
る
こ
と
、
全
国
の
各
炭
鉱
会
社
の
在
籍
労
務
者
数
を
基
準
と
し
て
派
遣
希
望
者
を
募
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
各
社
は
在
籍
労
務
者
五
○
○
○
人
に
一
人
の
割
合
で
希
望
者
数
を
申
し
込
む
が
、
中
小
の
炭
鉱
を
不
利
に
扱
わ
な
い
こ
と
が
申
し
合
わ
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
募
集
人
員
の
合
計
六
○
名
は
、
そ
の
後
ド
イ
ツ
側
か
ら
輸
送
飛
行
機
の
座
席
数
と
の
関
係
で
六
○
名
を
受
け
入
れ
る
」曰が伝えられたため、補欠の五名を含めて合計六五名に増員されている。さらに「選考方法」の項目には、各炭鉱
会社は、所属労働組合と協議のうえ候補者を選考して労働省に推薦するとし、（｜）坑内労働の経験が三年以上で、
満一二歳から一一一○歳未満の独身者であること、（一一）身長一・六四メートル以上、体重五六・一一一キロ以上、視力
一
・
○
以
上
、
聴
力
正
常
、
色
盲
な
く
、
身
体
強
健
で
、
公
的
な
健
康
診
断
に
合
格
し
た
者
、
（
三
）
勤
務
成
績
特
に
優
秀
な
者
、
（四）志操堅固人格円満な者で、外地の勤務に耐え得る者、（五）新制中学卒業以上の学歴で、ローマ字を読み書き
できる者で、ドイツ語の学習に耐え得る者、（六）確実な身元保証人のある者、（七）扶養家族のない者、（八）前
科のない者、などの選考基準を付している。また、「要領』では、「候補者の最終決定は日本政府がこれを行う」と
（、）
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
鉱
山
保
安
規
則
に
基
穰
つ
く
坑
内
労
働
に
携
わ
る
労
働
者
の
身
体
条
件
に
関
す
る
一
般
的
規
定
に
よ
れ
ば
、
身
長
切巨ゲ局ケの局、す四Ｆ］、．三四日皀留
（別）□日の門口のロ曰のロ、この局ケロロニ勾巨西『すの局、ケ四目ご国のの○す畦はｍＥｐｍ］四℃四己の○ケの同国の司囚四局すの一一円］曰二の巳の○ケのご【○臣のロケの『、‐
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（
五
）
派
遣
労
働
者
の
選
考
、
そ
し
て
派
遣
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に
つ
い
て
は
．
・
五
○
か
ら
一
・
八
五
メ
ー
ト
ル
」
で
あ
る
か
ら
、
日
本
か
ら
の
派
遣
労
働
者
の
身
長
に
関
す
る
条
件
は
、
か
な
り
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
国
内
の
鉱
山
会
社
ご
と
の
派
遣
人
数
の
枠
が
決
定
さ
れ
た
後
、
各
企
業
ご
と
に
選
考
が
進
め
ら
れ
た
。
選
考
の
方
法
は
、
会
社
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
派
遣
要
領
や
派
遣
人
数
を
社
内
公
募
し
て
、
多
く
の
応
募
者
の
中
か
ら
一
般
常
識
や
ロ
ー
マ
字
の
筆
記
試
験
や
面
接
試
験
な
ど
を
実
施
し
、
さ
ら
に
本
人
の
過
去
の
勤
務
状
態
を
考
慮
し
た
う
え
で
推
薦
者
を
決
定
し
た
会
社
が
多
い
。
こ
う
し
た
場
合
に
は
、
｜
名
の
派
遣
枠
に
対
し
て
十
数
名
の
応
募
者
が
あ
っ
た
会
社
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
主
に
会
社
の
上
司
に
よ
る
推
薦
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
る
に
至
っ
た
人
も
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
候
補
者
の
な
か
に
は
、
炭
労
の
各
地
方
支
部
の
幹
部
を
経
験
し
て
い
た
人
も
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
第
一
陣
で
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
五
九
名
の
労
働
者
の
中
に
は
、
「
独
身
」
と
い
う
条
件
を
満
た
す
た
め
に
離
婚
し
て
応
募
し
た
人
が
二
名
含
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
坑
内
労
働
に
従
事
す
る
従
業
員
は
、
採
炭
な
ど
の
現
場
作
業
に
携
わ
る
鉱
員
と
監
督
労
働
や
測
量
、
機
械
の
管
理
や
修
理
な
ど
に
携
わ
る
職
員
と
に
区
別
さ
れ
る
が
、
「
ド
イ
ツ
で
は
実
際
に
採
炭
、
掘
進
作
業
に
従
事
す
る
予
定
」
で
あ
る
た
め
に
、
鉱
員
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
五
九
名
の
中
に
は
八
名
の
職
員
が
含
ま
れ
、
そ
の
中
に
は
採
炭
な
ど
の
現
場
労
働
を
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
人
も
含
ま
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
各
企
業
ご
と
の
厳
し
い
選
考
過
程
を
経
て
、
政
労
使
の
代
表
で
構
成
さ
れ
る
「
炭
鉱
労
働
者
西
独
派
遣
協
議
会
」
は
、
一
九
五
六
年
二
月
二
九
日
に
六
五
名
の
候
補
者
を
確
認
し
、
翌
一
一
一
月
一
日
に
は
在
日
ド
イ
ツ
大
使
館
を
通
じ
て
候
補
者
名
簿
が
ド
イ
ツ
側
へ
発
送
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
か
ら
最
終
的
に
五
九
名
の
労
働
者
の
受
入
れ
と
、
翌
一
九
五
七
年
一
月
一
九
日
発
の
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
航
空
機
で
の
渡
航
日
程
が
知
ら
さ
れ
た
の
は
同
月
一
八
日
で
あ
る
。
日本の労働省が、経営者団体や労働組合に示した派遣目的は、「先進技術の習得」、「西欧民主主義の体験」、「日
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西独派遣炭鉱労働者講習日程（日本海外協会連合会）図
]０ ０１１ )（ １Ｊ ］ １１認iｌ１ｌ）１８ ￣ 
(会場）横浜移住あっせん所(期間）１０月１５日～１０月２４日
独親善への寄与」の三点に要約することが
できるであろう。全国から選抜された労働
者は、一九五七年一月七日には、渡航前の
一○日間の訓練を受けるために外務省管轄
下
の
横
浜
移
住
斡
旋
所
に
入
所
し
て
い
る
。
そ
し
てこの派遣労働者の渡航前の訓練を担当し
た
の
が
、
「
炭
鉱
労
働
者
西
独
派
遣
協
議
会
」
の
構成メンバーであった日本海外協会連合会
で
あ
る
。
図
１
は
、
こ
の
渡
航
前
の
訓
練
の
内
容
を示す「西独派遣炭鉱労働者講習日程」の
一
例
で
あ
る
。
資
料
の
日
付
Ｃ
○
月
一
五
日
か
ら二四日）から明らかなように、これは第
三陣が渡航した時のものである。講習の内
容
が
、
第
一
陣
や
第
二
陣
で
派
遣
さ
れ
た
人
々
の
話しの内容とほぼ同じであるため、ここに
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。
第
三
陣
で
渡
航
し
た
井上久男氏（三菱高島鉱業所端島炭礦［当
時
ど
の
メ
モ
に
よ
れ
ば
、
起
床
時
間
は
七
時
、
９:3０１１:３ ３:0０１５:００１５:1０１７:１０１８:００２０:0０ 
10 1５ 
1６ 
1７ 
1８ 
1９ 
2０ 
2１ 
2２ 
2３ 
2４ 
2５ 
士
日
月
火
水
木
金
士
日
月
火
入所開講式 渡航手続 班編成
自由時間
炭鉱労働者
の西独派遣
業務の概要
独語炭鉱用語
同上
同一'二
渡航手続
国際教養(2)
昼食
独語一般会話 国際教養（１）旅行上の注意
西独炭鉱事情(2) 独語一般会話
独匡1炭鉱におけ
る就業条件及び
契約書の説明
西独炭鉱事`情(2)
炭鉱衛生 独語一般会話
独国一般事情 西独炭鉱事｣情(3)
国内送金手続の説明
夕食
荷物整理
|司上
自由時間
外貨 交 換 閉講式
午前９時30分羽田出発
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朝食時間は八時から八時半、また門限時間は二一一時、消燈時間が一一一一一時である。一一一日（金）午後の「独国一般事
情
」
は
、
在
日
独
逸
大
使
館
一
等
書
記
官
が
担
当
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
期
間
中
に
、
旅
券
発
行
、
渡
航
手
続
や
外
貨
の
交
換
な
ど
の
出
国
に
必
要
な
手
続
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
解
か
る
。
各
地
か
ら
選
ば
れ
た
派
遣
労
働
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
や
地
域
、
あ
る
い
は
東
京
に
あ
る
本
社
で
幾
多
の
送
別
会
や
歓
送
会
、
あ
る
い
は
壮
行
会
を
経
て
送
り
出
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
こ
の
第
一
陣
で
は
宇
部
興
産
か
ら
三
人
の
労
働
者
が
派
遣
さ
れ
た
が
、
派
遣
が
決
ま
っ
た
一
二
月
に
は
山
口
県
知
事
出
席
の
も
と
に
県
主
催
の
「
渡
航
の
無
事
と
技
術
留
学
の
成
功
」
を
祈
願
す
る
公
式
大
壮
行
（犯）
会
が
催
さ
れ
、
出
発
に
際
し
て
は
国
鉄
宇
部
駅
前
で
｛
千
部
市
長
、
会
社
幹
部
ら
総
勢
一
一
○
○
人
に
よ
る
壮
行
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。
北
海
道
と
九
州
の
各
鉱
業
所
か
ら
一
二
名
の
社
員
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
三
井
鉱
山
は
、
一
月
八
日
に
本
店
主
催
の
壮
行
会
を
か
ね
た
座
談
会
を
横
浜
で
開
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
報
じ
た
社
内
報
「
び
ば
い
』
の
記
事
に
は
、
三
池
か
ら
派
遣
さ
れ
る
三
人
の
出
発
口
（羽）
に
は
、
や
は
り
市
長
が
駅
ま
で
見
送
り
に
き
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
五
名
の
社
員
を
派
遣
し
た
北
海
道
炭
鉱
汽
船
の
社
内
報
「
炭
光
」
に
は
、
「
胸
ふ
く
ら
ま
せ
西
濁
へ
」
と
い
う
見
出
し
の
記
事
で
、
外
務
省
横
浜
移
住
斡
旋
所
へ
入
所
し
、
ド
イ
ツ
語
（
一
般
会
話
）
、
炭
砿
用
語
、
国
際
教
養
、
ド
イ
ツ
国
一
般
事
情
な
ど
の
講
習
日
程
を
終
了
し
た
こ
と
を
紹
介
し
た
後
、
第
一
陣
渡
航
時
の
模
様
を
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。
．
月
十
八
日
に
は
労
働
省
、
外
務
省
、
西
独
大
使
館
、
石
炭
経
協
、
炭
労
、
関
係
会
社
代
表
列
席
の
う
え
盛
大
な
歓
送
会
が
挙
行
さ
れ
た
が
、
一
行
五
十
九
名
は
一
月
十
九
日
午
後
三
時
三
十
分
関
係
者
多
数
の
真
心
の
こ
（訓）
も
っ
た
見
送
り
を
ヱ
ヱ
け
、
希
望
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
つ
つ
一
路
西
ド
イ
ツ
ル
ー
ル
炭
礦
へ
向
か
っ
て
羽
田
空
港
を
飛
び
立
っ
た
」
。
こ
う
し
た
渡
航
時
の
状
況
か
ら
、
先
進
国
ド
イ
ツ
へ
「
技
術
留
学
」
す
る
五
九
名
の
炭
鉱
労
働
者
は
、
会
社
や
石
炭
業
界
の
代
表
と
し
て
、
県
や
市
な
ど
の
地
域
社
会
の
代
表
と
し
て
、
さ
ら
に
は
両
国
の
友
好
親
善
の
架
け
橋
と
し
て
の
日
本
の
代
表
と
し
て
歓
送
さ
れ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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は
じ
め
に
、
一
九
五
七
年
か
ら
一
九
六
五
年
ま
で
の
八
年
間
に
お
よ
ぶ
全
体
的
な
派
遣
状
況
を
一
瞥
し
て
お
こ
う
（
表
１
参
照
）
。
第
一
陣
か
ら
第
五
陣
ま
で
、
渡
航
し
た
七
グ
ル
ー
プ
は
、
い
ず
れ
も
約
六
○
名
か
ら
約
七
○
名
の
少
人
数
か
ら
な
る
。
そ
れ
は
、
チ
ャ
ー
タ
ー
さ
れ
た
飛
行
機
の
座
席
数
に
規
定
さ
れ
て
い
た
と
同
時
に
、
後
に
み
る
よ
う
に
ド
イ
ツ
語
の
教
育
を
は
じ
め
と
す
る
派
遣
労
働
者
の
受
入
れ
を
順
当
に
進
め
る
た
め
に
も
必
要
で
あ
っ
た
。
渡
航
し
た
時
期
は
、
厳
寒
期
の
一
月
か
ら
三
月
が
多
く
、
こ
れ
は
年
間を通じてできるだけ飛行機代金の安い時期を選んで労働者の送迎が実施されたことを物語っている。ドイツの受
入
れ
企
業
は
、
ド
ゥ
イ
ス
ブ
ル
グ
の
ハ
ン
ポ
ル
ン
に
あ
る
ハ
ン
ポ
ル
ナ
ー
鉱
山
会
社
、
ゲ
ル
ゼ
ン
キ
ル
ヒ
ェ
ン
に
あ
る
エ
ッ
セ
ナ
ー
石
炭鉱山会社、カストロップ・ラウックセルにあるクレックナー鉱山会社の一一一社である。これ以外にも、第二陣受入
れ
の
際
に
は
、
ラ
イ
ン
プ
ロ
イ
セ
ン
炭
鉱
化
学
会
社
な
ど
の
名
前
も
あ
が
っ
て
い
た
が
、
宿
舎
の
準
備
な
ど
の
問
題
で
実
現
し
な
か
っ
注（
別
）
『
西
独
派
遣
労
務
者
第
一
次
募
集
並
び
に
選
考
要
領
」
（
三
一
、
八
、
九
、
）
「
石
炭
労
働
年
鑑
」
昭
和
三
十
一
年
版
前
掲
四
四
二
頁
、
お
よ
び
、
日
本
炭
鉱
労
働
組
合
『
第
十
六
回
臨
時
大
会
資
料
」
前
掲
一
二
四
～
五
頁
に
掲
載
。
な
お
、
後
者
に
は
、
各
項
目
に
つ
い
て
炭
労
が
独
自
に
付
し
た
註
が
あ
る
。
（
犯
）
深
田
祐
介
「
ル
ー
ル
に
行
っ
た
鉱
山
男
」
（
同
著
『
わ
れ
ら
海
を
渡
る
」
文
藝
春
秋
社
一
九
八
○
年
六
月
二
五
日
）
一
四
九
頁
。
（柵）「思いは西濁の空へ」（三井美唄鉱業所『びばい」第一一一四一号昭和三十二年一月一一○日）
（狐）北海道炭鉱汽船『炭光』第一五○号（昭和三十二年二月一日）
二
）
第
一
陣
か
ら
第
五
陣
ま
で
二
曰
本
人
炭
鉱
労
働
者
の
派
遣
状
況
西ドイツにおける日本人炭鉱労働者
表１西ドイツ派遣日本人炭鉱労働者の状況
344 (２５） 
■
 
に
。
菩男】薪三二 匡屏÷
（注）受入れ企業：ハンポルナー鉱山会社／フリードリッヒ・ティッセン鉱
山会社２/５鉱（ハンポルン)，エッセナー石炭鉱山会社コンゾリダツイオ
ン炭鉱（ゲルゼンキルヒェン)，クレックナー鉱山会社ヴィクトール・
イッカーン炭鉱ヴィクトル鉱（カストロップ・ラウックセル)。カッコ内
は，各鉱山会社の所在地である。
(出所）日本炭鉱業経営者協議会『石炭労働年鑑』昭和４０年版540～541頁掲
載の表，およびドイツ残留の元日本人炭鉱労働者の人々からの聞き取り
調査にもとづいて作成。
た。受け入れた三社は、いずれも日本人炭鉱
労働者の受入れに積極的であり、特にハンポ
ルナーやクレックナーには親日的な経営者が
存在したことが大きく影響したと思われる。
日
本
人
炭
鉱
労
働
者
の
派
遣
は
、
第
一
陣
か
ら
第
四
陣
ま
で
の
派
遣
か
ら
な
る
第
一
次
計
画
と
第
五
陣
の派遣として実現した第二次計画とに大別さ
れる。派遣時期をみると、第一陣の派遣から
最大グループの第二陣が派遣されるまでに、
一年のブランクがある。また、これら二つの
陣の後、第三陣が派遣されるまでに二年以上
の
間
隔
が
あ
る
。
さ
ら
に
第
三
陣
が
派
遣
さ
れ
て
か
ら
一
年
後
に
、
第
四
陣
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
各
陣
の
派
遣
時
期
の
推
移
は
、
そ
の
ま
ま
そ
れ
ぞ
れ
の
陣
の
微
妙
な
性
格
の
違
い
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
四
陣
と
第
五
陣
と
は
、
時
期
的
に
は接近した状況下で派遣されているが、第一
陣
か
ら
第
四
陣
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
が
会
社
派
遣
で
の到着日ドイソへ 人数 受入れ企業ハルンナポＩ エナツ１セ ククレナツ’ 帰国日日本への 帰国者数 残留 死亡 中途帰国 再渡航
陣陣班班班陣陣１２１２３３４ 第第一弟》弟 １ ０７７６３ ２ ３２２２ ● ●●●●● １ １２３０１ １１ ● ●●■●● ７ ８８８０１ ５ ５５５６６ ９ ９９９９９ １ １１１１１ ９ ００００７ ５ ６６６６６ ９ ｍｍ妬帥一５ 別一咀｜’ ｜別別一例 ●●●●●● ７ ６７０１４ ２ ２２２ ● ●●●●● １ １２３１１ １１ ● ●●●●● ０ １１１３４ ６ ６６６６６ ９ ９９９９９ １ １１１１１ ４ ５０５２４ ５ ５５５５６ ４ ３８４６３ １２’１’ １ １－１１’ １ ２’１２’ 
第５陣 1９６２．３．３． 7０ 3５ 3５ 1９６５．３．８． 5８ ６ ６ ２ 
合計 436 199 100 137 388 3４ ５ ９ ８ 
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表２日本人炭鉱労働者の西ドイツ派遣状況第一陣。 |菫膵
第四陣。
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（注）Ｈ＝ハンポルナー鉱山会社，Ｅ＝エッセナー石炭鉱山会社，Ｋ＝ク
レックナー鉱山会社
(出所）日本炭鉱業経営者協議会「石炭労働年鑑』昭和３５年版の第４９表およ
び昭和４０年版540～541頁掲載の表より作成。
第一陣 第 陣1班 2班 ３班 第三陣 第四陣 派企業道別 受入れ企業別
Ｅ Ｈ Ｅ Ｋ Ｈ 合計 Ｅ Ｋ Ｈ 
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｣b海道炭鉱汽船
住友石炭鉱業
古河鉱業
明治鉱業
雄別炭鉱
太平洋炭鉱
日鉄鉱業
日本炭鉱
杵島炭鉱
貝島炭鉱
宇部 fＨｌ －､ 産
常磐炭鉱
羽幌炭鉱鉄道
油谷鉱業
早良鉱業
山口鉱山
西戸崎炭鉱
大日鉱業
松島炭鉱
大正鉱業
共同石炭
麻生産業
久！直鉱業
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あ
っ
た
の
に
対
し
て
第
五
陣
の
グ
ル
ー
プ
は
炭
鉱
離
職
者
対
策
で
あ
っ
た
と
い
う
、
基
本
的
な
性
格
上
の
違
い
が
み
ら
れ
る
た
め
に
表
ｊ
 
〃１では実線で区分けしてある。受入れ企業の項からは、第一陣を受入れたハンポルナー鉱山会社は、毎回のように
く
日
本
人
労
働
者
を
受
入
れ
て
い
る
一
」
と
、
し
た
が
っ
て
受
入
れ
総
数
も
他
の
一
一
社
に
較
べ
て
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
に
残
留
し
た
日
本
人
も
、
同
社
の
あ
る
ハ
ン
ポ
ル
ン
に
一
番
多
く
居
住
し
て
い
る
。
表
２
は
、
第
一
陣
か
ら
第
四
陣
ま
で
の
派
遣
労
働
者
の
数
を
、
日
本
の
派
遣
企
業
別
お
よ
び
ド
イ
ツ
の
受
入
れ
企
業
別
に
示
し
た
も
者
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
財
閥
大
手
八
社
、
地
方
大
手
一
○
社
、
そ
の
他
中
小
炭
鉱
に
わ
け
て
み
る
と
、
財
閥
大
手
が
二
一
一
二
人
で
全
体
働搬の六○・Ｌハ％（三分の一一弱）、地方大手が一一一八人で一一一五・○％（三分の一）を占めており、その他中小炭鉱は一
版六人で四・四％を占めているにすぎない。個別企業別にみると、四つの陣（しハグループ）のすべてに渡って社員を
林派遣したのは、一一一丼、一一一菱、住友、日炭の四社である。また常磐炭鉱は、比較的多くの社員を派遣しているが、第
焔一陣と第二陣においてだけであり、それ以降の派遣には参加していない。またこの表から、第二陣から第四陣まで
朔の五つのグループの派遣労働者は、．○社前後の社員（一○社から一三社まで）で構成されていたのに対して、第
ソイ一陣の五九名は、全部で一九社の社員からなり、そのうちの六名は中小炭鉱の丑社から派遣されている一）とが分か
ド西
る
。
そ
れ
は
、
全
国
の
出
来
る
だ
け
多
く
の
鉱
業
会
社
か
ら
第
一
陣
を
派
遣
し
よ
う
と
し
た
一
」
と
の
結
果
で
あ
っ
た
と
田
』
わ
れ
る
。
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一
九
五
七
年
一
月
一
九
日
、
羽
田
発
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
航
空
機
で
渡
独
し
た
第
一
陣
の
派
遣
労
働
者
は
五
九
名
で
あ
る
が
、
残
り
の
一
座
席
に
搭
乗
し
た
の
は
「
こ
の
問
題
を
最
初
に
考
え
つ
い
た
人
」
で
あ
り
、
日
本
政
府
の
責
任
者
と
し
て
引
率
し
た
労
働
省
職
員
大
野
雄
二
郎
氏
で
あ
っ
た
。
南
回
り
の
同
機
が
、
ド
イ
ツ
の
デ
ュ
セ
ル
ド
ル
フ
空
港
に
到
着
し
た
の
は
、
一
旦
二
日
の
朝
で
あ
る
。
（
二
）
見
習
い
期
間
の
六
週
間
(２８） 341 
翌日の地方新聞は、「五九人の鉱山労働者、日本から到着、第一声は》．○」ロ○百尾《（ご安全に）」と大きく取り上げ
て
、
在
独
日
本
大
使
館
員
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
政
府
の
高
官
、
鉱
山
業
界
の
代
表
、
そ
し
て
テ
レ
ビ
・
カ
メ
ラ
や
多
数
の
報
道
陣
が
出
迎
え
、
さ
な
が
ら
国
賓
の
よ
う
に
迎
え
ら
れ
た
、
と
第
一
陣
到
着
時
の
模
様
を
報
道
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
第
一
陣
の
就
労
先
は
ド
ゥ
イ
ス
ブ
ル
グ
の
ハ
ン
ポ
ル
ン
に
あ
る
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
テ
ィ
ッ
セ
ン
鉱
山
会
社
二
／
五
鉱
で
あ
る
こ
と
、
宿
舎
は
日
本
人
労
働
者
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
鉱
員
寮
で
あ
る
こ
と
、
日
本
人
は
控
え
目
で
あ
り
、
優
秀
か
つ
勤
勉
で
あ
る
た
め
に
ド
イ
ツ
の
ほ
と
ん
ど
（調）
の
鉱
山
会
社
が
日
本
人
労
働
力
の
受
入
れ
に
前
向
き
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
に
到
着
し
た
派
遣
労
働
者
に
は
、
坑
外
作
業
と
ド
イ
ツ
語
会
話
習
得
の
た
め
の
六
週
間
の
見
習
い
期
間
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
ド
ル
ト
ム
ン
ト
に
あ
る
上
級
鉱
山
保
安
監
督
署
の
鉱
山
保
安
規
則
に
も
と
づ
く
指
導
に
よ
る
。
た
と
え
ば
、
第
一
陣
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
テ
ィ
ッ
セ
ン
鉱
山
会
社
は
同
じ
ハ
ン
ボ
ル
ン
の
ハ
ン
ポ
ル
ナ
ー
鉱
山
会
社
の
姉
妹
会
社
で
あ
り
、
そ
の
管
理
運
営
は
ハ
ン
ポ
ル
ナ
ー
鉱
山
会
社
が
受
け
持
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
鉱
山
保
安
監
督
署
と
の
交
渉
に
は
ふ
た
つ
の
社
名
が
印
刷
さ
れ
た
便
菱
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
第
一
陣
の
受
入
れ
に
あ
た
っ
て
、
ハ
ン
ポ
ル
ナ
ー
鉱
山
会
社
は
、
一
九
五
六
年
一
二
月
二
九
日
付
け
文
書
で
ド
ル
ト
ム
ン
ト
上
級
鉱
山
保
安
監
督
署
に
第
一
陣
受
入
れ
予
定
の
詳
細
、
す
な
わ
ち
一
九
五
六
年
二
月
一
一
日
の
「
ド
イ
ツ
石
炭
鉱
山
に
お
け
る
日
本
人
鉱
山
労
働
者
就
労
に
か
ん
す
る
両
国
政
府
の
協
定
」
に
も
と
づ
き
、
一
九
五
七
年
一
月
中
旬
に
五
九
名
の
日
本
人
鉱
山
労
働
者
が
そ
の
目
的
の
た
め
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
労
働
者
は
日本の鉱山で最低三年間の坑内労働の経験のある年齢二一歳から三○歳までの独身者であること、またこのグルー
（邪）
プには三人の日本人鉱山技師が連絡ロ貝として滞在することなどを報告し、その受入れ許可を申請している。これに
対
し
て
、
上
級
鉱
山
保
安
監
督
署
は
、
翌
一
九
五
七
年
一
月
一
八
日
付
け
文
書
で
、
ド
イ
ツ
語
能
力
が
十
分
で
な
い
外
国
人
労
働
者
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
以
下
の
よ
う
な
坑
外
作
業
に
従
事
す
る
場
合
に
だ
け
許
可
さ
れ
る
と
し
て
、
石
炭
の
積
み
降
ろ
し
作
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業
、
セ
メ
ン
ト
・
砂
・
石
な
ど
の
資
材
の
積
み
降
ろ
し
作
業
、
坑
木
防
水
作
業
、
坑
道
以
外
で
の
レ
ー
ル
の
施
設
作
業
、
鉱
業
所
構
内
の
清
掃
作
業
、
建
設
・
土
木
工
事
の
補
助
作
業
、
作
業
場
で
の
単
純
作
業
や
補
助
労
働
な
ど
を
列
挙
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
坑
外作業に従事する際にも、出来るだけ小グループに分けて行うこと、外国人が働いている交替勤務には最低一人の
通訳がいなければならないこと、また受入れ後最低六週間、毎日二時間のドイツ語会話が実施されなければならな
いことなどを指示したうえで、この文書による許可の有効期限は、さしあたり一九五七年一一一月一一二日までである
（師）
と記している。同様の文書は、第二陣を受け入れることになったカストロップ・一フウックセルのクレックナー鉱山
会
社
ビ
ク
ト
ー
ル
・
イ
ッ
カ
ー
ン
鉱
業
所
と
こ
の
地
域
の
鉱
山
会
社
を
担
当
す
る
ヘ
ル
ネ
の
鉱
山
保
安
監
督
署
と
の
間
で
も
取
り
交
わ
（犯）
されている。その後、クレックナー鉱山会社がヘル、不鉱山監督局を通じてドルトムントの上級鉱山保安監督署に、
第
二
陣
第
二
班
の
う
ち
の
五
○
名
の
受
入
れ
許
可
を
申
請
し
た
文
書
に
は
、
こ
の
六
週
間
の
見
習
い
期
間
の
就
労
と
実
習
の
内
容
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
五
○
名
を
半
数
の
二
五
名
ず
つ
に
分
割
し
、
一
日
交
替
で
半
数
ず
つ
鉱
山
監
督
署
が
許
可
し
て
い
る
坑
外
作
業
、
た
と
え
ば
鉱
業
所
構
内
の
清
掃
な
ど
の
作
業
、
作
業
場
で
の
簡
単
な
仕
事
や
補
助
的
作
業
、
資
材
の
積
み
降
ろ
し
作
業
な
ど
に
従
事
し
、
他
方
の
半
数
は
ド
イ
ツ
語
教
育
と
鉱
山
に
関
す
る
学
習
講
座
に
出
席
す
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
一
方
の
二
五
名
の
グ
ル
ー
プ
が
現
場
作
業
を
し
て
い
る
間
、
他
方
の
グ
ル
ー
プ
は
授
業
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
坑
外
作
業
に
つ
く
日
本
人
は
四
人
か
ら
六
人
の
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
と
く
に
選
ば
れ
た
ド
イ
ツ
人
の
班
長
が
儲
督
の
た
め
に
配
属
（羽）
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
半
数
の
日
本
人
グ
ル
ー
プ
に
は
、
一
名
の
日
本
人
通
訳
が
配
置
さ
れ
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
第
二
陣
第二班で、三井鉱山山野鉱からクレックナー鉱山会社に派遣された井上慎一氏（ドイツ在留）は、この見習い期間
に
つ
い
て
、
「
一
日
交
替
で
ド
イ
ツ
語
の
日
と
坑
外
作
業
の
日
と
が
あ
っ
た
。
坑
外
作
業
で
は
、
鉄
パ
イ
プ
や
機
械
の
運
搬
、
支
柱
や
材木の運搬、線路工事などに従事したが、とにかく寒かった（このグループが渡航したのは、二月末）」と当時を
(３０） 339 
回
想
し
て
話
し
て
く
れ
た
。
あ
る
い
は
、
「
最
初
に
や
ら
さ
れ
た
仕
事
が
、
ド
ブ
さ
ら
い
で
す
。
…
…
最
初
の
六
週
間
は
ド
イ
ツ
語
の
講習が主で、仕事はおまけの様なもの」（福沢達雄［大正鉱業、第二陣第二班］）とか、「今のところ仕事は坑外作
業
で
、
セ
メ
ン
ト
積
み
、
レ
ン
ガ
積
み
、
鉄
運
搬
、
石
炭
の
焼
ガ
ス
ふ
る
い
、
其
の
他
い
ろ
い
ろ
な
作
業
を
し
て
い
ま
す
」
（
三
浦
利
之
［
大
正
鉱
業
、
第
二
陣
第
二
班
］
）
と
い
っ
た
当
時
の
現
場
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら
、
最
初
の
六
週
間
の
見
習
い
期
間
中
の
職
場
の
（仰）
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
て
全
国
の
鉱
山
か
ら
選
び
抜
か
れ
て
派
遣
さ
れ
た
第
一
陣
五
九
名
は
、
到
着
し
た
二
日
後
か
ら
ド
イ
ツ
語
会
話
講
座
と
坑
外
作
業
注（胡）ご因巨匠司口四ｏ西口○三のロ頓》□］のロ、国、巴・］四コ巨四『巴ヨ
（洲）四四口〕す○局ロ日ロの局、ケ四口シ○血）ｍ○け四○亘四巳四ｍの甸国の９口○ケ目庁『、ｍのロ』ヘｍ・因旨の９Ｎ己○二］四℃口已の○ぽのロ□の弓、四局ワの』（の『ご倉
レロ９口の○ヶの『すの局、日日Ｄｏ１Ｂロロ」》＄・］図・」①詔
（Ⅳ）○ケのＳの局、四日（Ｄｏ１Ｂ巨口Ｂごくの毘口、ｐｐｍ目』さ・』］へ巴一コ虞シロＳの出口目ウ○目の司国の侭ケ②ロシ○》Ｑのロ］Ｐ」四口ロ閏
（羽）【」○○丙口のＨ－ｍの『ぬケ四口ご】○一○局－百戸の局ヨシ○函遡シロ］の、ロロ、可のＢｑｍｂ弓四Ｃ臣、の局シ『すの］←の同］曰、の弓、す■巨虞）シコ９口の○すの円‐
すの局、口日←Ｃｏ１ｐ〕ロゴ２「・旨四目乞留
（⑭）「大いに学び働いております」ｌ派遣労務者のレポートよりＩ（『国民評論」前掲昭和一一一十三年九月号二四頁）。
（詔）□の司囚四口】（国の門口の坤菖シ巳の四ｐｐｍ可のＢｇｍ己『四○巨函の『シ巨切虚ご」の局属しロ臼の【］ＣＯ丙口の【１ｍの［ぬウ四口『】○一○円Ｉ閂○六の『ロレ○）
（
三
）
渡
航
の
意
図
と
現
実
と
の
ズ
レ
Ｑのロ口中・『・』①□⑤
】①、『
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に
従
事
し
て
い
る
。
石
炭
経
協
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
労
使
双
方
の
希
望
で
六
週
間
の
坑
外
見
習
い
作
業
期
間
は
短
縮
さ
れ
、
二
月
六
日
から八日の一一一日間の坑内見学の後、鉱山保安監督署の特別の許可のもとに一一月三日から坑内見習い作業が開始さ
（ｕ） 
れている。予定より早期の坑内作業への従事が、ドイツ語会話の不十分さによるトーフブルの発生を引き起こし、そ
（胆）
の後の問題に繋がることにもなったと思われる。’二月一九日には、鉱山保安監督署職員の立ち会いのもとにドイツ
語
会
話
検
定
試
験
が
実
施
さ
れ
、
全
員
が
合
格
し
た
後
、
四
月
一
日
か
ら
一
般
の
坑
内
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
、
派
遣
さ
れ
た
炭
鉱
労
働
者
の
渡
航
の
意
図
と
現
実
と
の
ズ
レ
が
露
呈
し
は
じ
め
る
。
こ
の
当
時
の
率
直
な
気
持
ち
を
、
第
一
陣
五
九
名
の
ひ
と
り
と
し
て
佐
賀
県
の
山
口
鉱
業
小
城
炭
鉱
か
ら
派
遣
さ
れ
た
角
道
武
利
氏
（
ド
イ
ツ
在
留
）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
技
術
修
得
の
た
め
の
派
遣
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
午
前
中
働
い
て
、
午
後
は
ド
イ
ツ
語
の
勉
強
と
い
う
生
活
だ
と
思
っ
て
ド
イ
ッ
ヘ
来
た
。
と
こ
ろ
が
、
研
修
の
六
週
間
が
終
り
、
た
だ
ち
に
坑
内
現
場
に
配
属
さ
れ
た
時
、
「
こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
せ
め
て
一
ヵ
Ｈ
に
一
口
休
暇
を
も
ら
い
、
他
の
工
場
や
鉱
山
の
見
学
な
ど
を
し
た
い
こ
と
を
会
社
側
に
要
求
し
た
。
日
本
の
労
働
省
が
、
「
技
術
修
得
」
な
ど
と
言
わ
な
い
で
、
最
初
か
ら
炭
鉱
労
働
者
と
し
て
働
き
に
ゆ
く
の
だ
と
言
っ
て
い
れ
ば
、
こ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
」
。
ま
た
、
同
氏
が
今
日
も
保
持
し
て
い
る
派
遣
当
時
の
パ
ス
ポ
ー
ト
に
は
、
「
右
の
者
は
日
本
国
民
で
あ
っ
て
、
技
術
修
得
の
た
め
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
（
ビ
ル
マ
及
び
必
要
諸
国
経
由
）
へ
赴
く
か
ら
通
路
故
障
な
く
旅
行
さ
せ
且
っ
必
要
な
保
護
扶
助
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
、
そ
の
筋
の
諸
官
に
要
請
す
る
。
昭
和
三
十
二
年
一
月
十
日
」
と
あ
り
、
渡
航
目
的
が
「
技
術
修
得
の
た
め
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
第
一
陣
五
九
名
の
動
向
を
追
っ
た
深
田
祐
介
氏
は
、
こ
の
当
時
の
状
況
を
、
「
ド
イ
ツ
側
は
、
日
本
の
派
遣
炭
坑
夫
を
ガ
ス
ト
・
ア
ル
バ
イ
タ
ー
と
呼
ん
で
お
り
、
日
本
側
は
こ
れ
が
特
別
扱
い
の
、
客
員
労
働
者
を
意
味
す
る
も
の
と
勝
手
に
解
釈
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
現
地
で
の
仕
事
は
、
鉱
山
学
校
そ
の
他
で
の
研
修
が
中
心
、
と
い
う
よ
り
、
研
修
が
す
べ
て
、
と
い
う
く
ら
い
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
地
に
き
て
、
就
業
し
て
(３２） 337 
炭労が、第二次派遣に
過
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
み
る
と
、
派
遣
員
は
、
す
べ
て
現
場
第
一
線
に
放
り
こ
ま
れ
、
く
る
日
も
く
る
日
も
、
猛
烈
な
肉
体
労
働
に
従
事
さ
せ
ら
れ
て
、
技
術
（佃）
研修が始まる気配はまったくない」、と記している。
派
遣
さ
れ
た
労
働
者
の
は
多
く
は
炭
労
の
組
合
員
で
あ
り
、
組
合
幹
部
を
経
験
し
た
人
も
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
第
一
陣
の
人
々
は、ドイツに到着後まもない二月九日には、「の」旨百口｛会」（略称Ｇ・Ａ会）という自治会を結成し、「道具を日
本
人
向
き
に
改
善
し
て
ほ
し
い
」
、
「
道
具
箱
を
早
急
に
設
置
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
一
六
項
目
に
わ
た
る
自
分
た
ち
の
要
求
を
ま
と
め
、
連
絡
員
を
通
じ
て
ド
イ
ツ
の
会
社
と
交
渉
し
た
り
し
て
い
る
。
政
・
労
・
使
一
体
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
た
日
本
人
炭
鉱
労
働
者
の
ド
イ
ツ
派
遣
は
、
そ
の
目
的
と
派
遣
さ
れ
た
労
働
者
が
直
面
し
た
現
実
と
の
大
き
な
ズ
レ
の
中
で
揺
れ
動
き
、
炭
労
の
第
二
次
派
遣
拒
否
と
い
う
事
態
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
注（
⑪
）
「
石
炭
労
働
年
鑑
」
昭
和
三
十
二
年
版
（
前
掲
書
）
二
五
四
頁
。
（
妃
）
「
日
本
で
は
坑
内
に
入
っ
て
働
い
て
い
た
連
中
で
す
か
ら
、
坑
外
で
六
週
間
も
働
く
と
い
う
こ
と
は
な
い
、
早
速
坑
内
に
入
れ
て
く
れ
と
い
う
問
題
が
起
き
て
、
こ
れ
が
四
週
間
に
ち
ぢ
ま
っ
た
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
作
業
に
必
要
な
ド
イ
ツ
語
が
十
分
に
修
取
さ
れ
な
い
ま
ま
に
坑
内
に入った。それで言葉が通じないのでトラブルが起こる。」（「西ドイツで働く日本人」「国民評論」前掲九頁）。
（
咄
）
深
田
祐
介
「
ル
ー
ル
に
行
っ
た
鉱
山
男
」
（
同
著
『
わ
れ
ら
海
を
渡
る
』
文
藝
春
秋
社
一
九
八
○
年
一
七
八
頁
）
。
（
四
）
炭
労
の
派
遣
拒
否
と
問
題
の
収
束
一
次
派
遣
拒
否
を
決
定
し
た
の
は
、
一
九
五
七
年
七
月
二
六
日
の
執
行
委
員
会
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
至
る
経
lIjドイツにおける日本人炭鉱労働者 (３３） 336 
日
本
の
経
営
者
団
体
が
、
派
遣
さ
れ
た
労
働
者
の
不
満
や
要
求
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
の
状
況
を
把
握
し
て
い
た
こ
と
は
、
七
月
四
日
に
調
印
さ
れ
た
「
覚
書
」
の
内
容
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
そ
の
「
教
育
計
画
」
の
項
目
で
は
、
見
習
い
期
間
終
了
後
は
就
労
す
る
職
場
を
半
年
毎
に
転
換
す
る
こ
と
が
日
本
側
の
希
望
と
し
て
記
載
さ
れ
、
ド
イ
ツ
側
も
原
則
的
に
合
意
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
「
覚
書
」
の
そ
の
他
の
主
な
内
容
は
、
以
下
の
点
で
あ
る
。
る
。
し
た
が
こ
て
、
そ
れ
は
同
叶
期
で
も
あ
っ
た
。
す
で
に
「
派
遣
の
具
体
的
内
容
」
の
項
目
で
み
た
よ
う
に
、
「
五
○
○
人
の
炭
鉱
労
働
者
の
派
遣
」
は
、
第
一
陣
派
遣
後
六
ヵ
月
以
内
の
経
験
に
も
と
づ
い
て
、
以
降
一
八
ヵ
月
以
内
に
漸
次
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
日
独
両
国
が
合
意
し
た
内
容
で
あ
り
、
経
営
者
団
体
も
労
働
組
合
も
そ
れ
ぞ
れ
第
一
陣
の
状
況
を
調
査
し
た
後
、
第
二
陣
以
降
の
派
遣
に
対
す
る
態
度
を
決
定
す
る
と
い
う
立
場
を
表
明
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
炭
労
の
場
合
、
第
一
陣
を
派
遣
し
た
後
に
開
催
さ
れ
た
「
第
十
七
回
定
期
大
会
」
つ
九
五
七
年
五
月
一
三
日
～
一
七
日
）
に
お
い
て
、
現
地
へ
調
査
団
を
派
遣
し
た
う
え
で
以
降
の
派
遣
に
対
す
る
態
度
を
決
定
す
る
と
し
て
（Ⅲ） 
い
る
。
他
力
、
経
営
者
団
体
も
同
年
五
月
二
四
Ｒ
の
第
十
二
回
理
事
会
で
、
現
地
へ
代
表
団
を
派
遣
し
、
第
一
陣
労
働
者
の
就
労
状
況
（㈹）
を
視
察
し
た
う
え
で
、
ド
イ
ツ
側
と
後
続
陣
の
派
遣
に
つ
い
て
現
地
折
衝
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
。
炭
労
の
直
江
利
良
調
査
部
長
ら
は
、
国
際
鉱
山
労
働
者
連
盟
大
会
に
出
席
し
た
の
ち
、
ド
イ
ツ
へ
ま
わ
り
六
月
二
八
日
か
ら
七
月
一
日
ま
で
現
地
調
査
を
行
い
七
月
一
八
日
に
帰
国
し
て
い
る
。
ま
た
、
石
炭
経
協
は
、
伊
藤
保
次
郎
氏
（
三
菱
鉱
業
社
長
）
を
団
長
と
す
る
代
表
団
を
六
月
二
八
日
か
ら
七
月
は
じ
め
に
か
け
て
ド
イ
ツ
へ
派
遣
し
、
七
月
二
日
に
は
、
両
国
政
府
代
表
立
ち
会
い
の
も
と
に
ド
イ
ツ
側
経
営
者
代
表
と
第
二
次
派
遣
に
つ
い
て
協
議
し
、
四
日
に
は
「
覚
書
』
を
調
印
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
代
表
団
が
帰
国
し
た
の
は
、
八
月
二
○
日
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
の
労
使
双
方
の
現
地
視
察
代
表
団
が
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
ド
イ
ツ
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
同
時
に
、
派
遣
さ
れ
た
第
一
陣
労
働
者
の
間
で
派
遣
の
意
図
や
目
的
と
現
実
と
の
ズ
レ
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
時
(３４） 335 
さ
て
、
第
二
陣
を
派
遣
す
る
た
め
の
政
・
労
・
使
の
代
表
で
構
成
さ
れ
る
協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
の
は
、
七
月
一
五
日
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
労
働
組
合
の
調
査
団
も
「
覚
書
」
を
調
印
し
た
経
営
者
団
体
の
代
表
団
も
ま
だ
帰
国
し
て
い
な
い
。
こ
の
時
の
協
議
会
の
状
況
に
つ
い
て
、
経
営
者
側
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
「
労
働
省
飼
手
参
事
官
よ
り
交
渉
経
過
及
び
覚
書
内
容
に
つ
い
て
報
告
後
、
炭
鉱
（仰）
労
働
者
第
二
次
派
遣
事
務
実
施
要
綱
を
決
定
、
右
に
則
り
派
遣
業
務
が
取
運
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
」
と
あ
る
が
、
労
働
側
の
資
料
（岨）
では、「炭労は直江調査部長帰国後正式態度を表明する］曰意思表示」となっている。
七
月
一
八
日
に
帰
国
し
た
直
江
調
査
部
長
は
、
炭
労
執
行
委
員
会
に
七
月
二
六
日
付
で
『
西
独
派
遣
労
務
者
実
状
報
告
書
』
を
提
出
し
て
い
る
。
報
告
書
で
は
、
第
一
陣
が
就
労
し
て
い
る
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
テ
ィ
ッ
セ
ン
鉱
山
会
社
に
つ
い
て
、
従
業
員
数
は
約
一
万
「後続陣の派遣」については、一九五七年一○月五日と二月二五日および五八年一月一一五日の一一一回にわたって
そ
れ
ぞ
れ
六
○
名
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
、
本
計
画
は
こ
れ
ら
三
班
の
派
遣
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
、
派
遣
さ
れ
る
労
働
者
の
年
齢
は一九歳から一一三歳までに拡大されることなどである。「連絡員」については、九名の連絡員が派遣されること、
またこれら連絡員の帰国費用はドイツ側が負担すること、その他、半年ごとに派遣労働者の健康診断を実施するこ
と
、
受
入
れ
企
業
は
、
コ
ン
ゾ
リ
ダ
ッ
ィ
オ
ン
、
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
。
イ
ッ
カ
ー
ン
、
ロ
ー
ゼ
ン
ブ
ル
ー
メ
ン
デ
レ
・
ハ
ー
ゲ
ン
ベ
ッ
ク
の
三
炭
鉱
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
一
○
名
は
ハ
ン
ポ
ル
ナ
ー
鉱
山
会
社
で
就
労
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
「
覚
書
」
か
ら
、
幾
つ
か
の
点
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
ド
イ
ツ
へ
の
炭
鉱
労
働
者
の
派
遣
が
日
本
の
石
炭
業
界
に
と
っ
て、すでに重荷となってきていたと思われることである。それは第一に、日本側の要請にもとづいて後続陣一八○
（㈹）
名
の
派
遣
を
も
っ
て
本
計
画
を
終
了
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
派
遣
労
働
者
二
○
名
に
一
名
の
割
合
で
派
遣
さ
れ
る
連
絡
員
九
名
の
帰
国
費
用
の
負
担
を
ド
イ
ツ
側
に
要
請
し
て
い
る
点
、
さ
ら
に
派
遣
労
働
者
の
年
齢
層
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
西ドイツにおける日本人炭鉱労働者 (３５） 334 
名で、年産一一三○万トンであることなどを紹介し、また派遣労働者が従事している職種などに触れたうえで、「労
働状態について」、「派遣諸君はどう考えているか」などを報告している。たとえば、「労働状態」の項では、「生産
第
一
主
義
」
で
あ
り
、
「
休
憩
時
間
は
な
く
、
時
間
中
は
一
ぱ
い
働
か
さ
れ
る
。
食
事
は
作
業
の
あ
い
間
を
み
て
パ
ン
を
か
ぢ
る
。
運
搬
が
良
好
で
あ
る
か
ら
手
待
ち
時
間
な
ど
全
然
な
い
」
と
か
、
「
欠
勤
は
す
こ
ぶ
る
う
る
さ
い
。
…
…
疲
労
の
た
め
休
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
と
て
も
つ
ら
い
Ｌ
と
い
っ
た
状
況
や
、
賃
金
に
つ
い
て
は
、
満
勤
で
平
均
総
収
入
約
六
○
○
マ
ル
ク
、
手
取
り
が
「
平
均
三
六
○
マ
ル
ク
、
最
高
四
五
○
マ
ル
ク
で
あ
る
か
ら
、
日
本
に
比
べ
る
と
相
当
に
良
い
収
入
で
あ
る
」
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
また、「派遣猪君はどう考えているかＬでは、「実態は出稼ぎであった」として、派遣された労働者の率直な意見が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「
わ
れ
わ
れ
は
技
術
習
得
の
目
的
だ
と
思
っ
て
き
た
と
こ
ろ
が
、
西
ド
イ
ツ
の
労
働
者
不
足
を
補
う
た
め
の
出
稼
ぎ
に
す
ぎ
な
い
。
貴
方
は
出
稼
ぎ
に
す
ぎ
ぬ
こ
と
が
判
ら
な
か
っ
た
か
」
、
「
横
浜
の
訓
練
所
で
毎
日
エ
ラ
イ
人
が
来
て
「
オ
ダ
テ
あ
げ
る
の
で
そ
の
つ
も
り
で
き
て
、
現
実
の
喰
違
い
に
気
持
ち
の
籍
理
が
で
き
ず
困
っ
た
」
」
、
『
一
週
間
に
一
時
間
位
は
時
間
内
の
技
術
講
習
会
を
ひ
ら
い
て
ほ
し
い
』
と
い
う
派
遣
労
働
者
の
希
望
と
「
働
く
な
か
で
技
術
を
学
べ
』
と
い
う
ド
イ
ツ
側
と
の
考
え
方
の
基
本
的
な
違
い
の
存
在
」
、
そ
し
て
「
も
し
第
二
陣
が
く
る
の
で
あ
れ
ば
、
甘
い
考
え
は
大
禁
物
で
固
い
決
心
を
し
て
来
な
い
と
苦
し
む
こ
と
に
な
ろ
う
」
な
ど
で
あ
る
。
だ
が
、
「
労
働
面
の
悪
さ
を
訴
え
る
割
合
が
多
い
」
の
と
は
裏
腹
に
、
も
し
第
二
陣
の
候
補
に
な
っ
た
場
合
に
ど
う
す
る
か
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
し
て
は
、
回
答
し
た
第
一
陣
四
九
名
の
う
ち
の
多
く
（
三
六
名
）
が
「
是
非来たい」（一五名）、あるいは「来たい」（一二名）と肯定的に答えている。その理由については、「作業量が多い
が
知
識
見
学
、
人
生
経
験
に
役
立
つ
が
多
く
、
「
外
国
へ
で
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
経
験
、
つ
ま
り
珍
し
さ
が
魅
力
で
あ
る
と
の
べ
て
も、極言ではないのではなかろうか」と解説している。そして、「むすび」の項目では、「決定的に悪いとか、良い
と
か
断
定
出
来
な
い
事
項
が
多
い
」
と
し
た
う
え
で
、
懸
案
と
な
っ
て
い
る
「
第
二
陣
派
遣
に
つ
い
て
」
は
、
「
そ
の
実
態
は
わ
れ
わ
(３６） 333 
れ
が
当
初
理
解
し
た
「
技
術
習
得
」
が
第
一
義
で
な
く
「
西
ド
イ
ツ
の
労
働
不
足
の
充
足
』
が
そ
の
実
態
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
割
切
る
必
要
が
あ
る
」
、
「
賃
金
は
高
い
が
、
労
働
量
が
多
く
、
就
業
条
件
も
き
び
し
い
の
で
、
体
力
的
に
強
壮
な
も
の
で
な
い
と
つ
と
ま
ら
な
い
」
、
「
食
事
は
日
本
食
を
食
べ
る
こ
と
は
ま
ず
不
可
能
に
ち
か
い
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
主
と
し
た
ド
イ
ツ
の
食
事
に
満
足
で
き
る
も
の
（い）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
報
告
書
に
も
と
づ
い
て
、
炭
労
中
央
執
行
委
員
会
は
、
組
合
員
の
第
二
次
派
遣
拒
否
を
決
定
し
た
。
報
告
書
に
も
と
づ
く
拒
否
の
理
由
は
、
「
当
初
炭
労
が
理
解
し
た
派
遣
目
的
で
あ
る
「
技
術
習
得
、
西
欧
組
合
民
主
々
主
義
を
学
ぶ
』
と
は
全
く
異
な
り
、
実
質
は
出
稼
ぎ
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
派
遣
の
理
由
が
た
た
な
い
」
、
「
賃
金
が
高
い
と
い
っ
て
も
体
力
的
に
無
理
な
労
働
強
化
は
許
容
で
き
な
い
」
の
二
点
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
炭
労
が
拒
否
す
る
に
い
た
っ
た
背
景
に
は
、
経
営
者
代
表
団
が
同
じ
時
期
に
ド
イ
ツ
に
滞
在
し
て
い
た
労
働
組
合
の
代
表
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
な
し
に
、
ド
イ
ツ
の
経
営
者
団
体
と
第
二
陣
派
遣
に
関
す
る
『
覚
書
』
を
調
印
し
た
経
過
、
い
わ
ば
「
手
続
き
問
題
」
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
「
経
営
者
代
表
の
出
発
に
際
し
、
炭
労
は
「
直
江
調
査
部
長
を
現
地
に
派
遣
し
て
あ
る
か
ら
現
地
で
充
分
話
し
合
っ
て
ほ
し
い
』
と
申
し
入
れ
、
現
地
で
も
直
江
調
査
部
長
が
経
営
者
代
表
に
対
し
西
独
側
と
の
交
渉
席
上
へ
『
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
も
よ
い
か
ら
出
席
さ
せ
る
よ
う
」
申
入
れ
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
っ
さ
り
拒
否
し
、
組
合
と
協
議
す
る
こ
と
も
な
く
一
方
的
に
協
定
し
た
こ
と
は
、
経
営
者
の
組
合
無
視
の
態
度
を
露
骨
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
八
月
一
日
の
労
働
省
に
よ
る
炭
労
に
対
す
る
拒
否
再
検
討
の
申
入
れ
に
対
し
て
も
、
「
両
国
間
の
行
政
協
定
で
あ
る
以
上
、
条
件
の
変
更
は
難
し
く
た
と
え
若
干
の
条
件
が
変
更
さ
れ
た
と
し
て
も
『
出
稼
ぎ
」
た
る
本
質
は
変
（卯）
更されるものではない」として、二日には派遣拒否を再確認し、翌一一一日には全国の支部あてに、会社に対しては組
合
員
を
出
さ
な
い
こ
と
を
通
告
し
、
現
在
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
募
集
を
中
止
さ
せ
る
こ
と
、
組
合
の
指
示
に
反
し
て
応
募
す
る
者
は
統
制
処
分
に
附
す
る
こ
と
、
会
社
に
よ
る
一
方
的
な
募
集
が
強
行
さ
れ
た
場
合
に
は
反
対
闘
争
を
組
織
す
る
こ
と
、
な
ど
を
指
示
す
る
文
書
西ドイツにおける日本人炭鉱労働者 (３７） 332 
経
営
者
団
体
は
、
八
月
二
○
日
の
代
表
団
の
帰
国
後
、
二
七
日
に
は
炭
労
に
会
見
を
申
し
入
れ
、
「
手
続
き
問
題
」
に
つ
い
て
は
謝
意
を
表
し
、
「
実
質
的
出
稼
ぎ
」
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
側
と
再
度
労
使
代
表
に
よ
る
再
交
渉
を
行
う
こ
と
を
提
起
し
た
。
こ
れ
を
受
（兜）
け
て
、
炭
労
は
翌
二
八
日
の
執
行
委
員
会
で
「
労
使
代
表
団
の
派
遣
に
よ
る
再
交
渉
」
了
解
を
決
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
よ
り
先
、
日
本
政
府
に
委
嘱
さ
れ
て
八
月
二
一
日
に
実
施
さ
れ
た
西
独
派
遣
労
務
者
の
健
康
診
断
の
結
果
で
は
、
「
生
活
、
気
候
、
労
働
環
境
が
全
く
異
る
中
で
、
既
に
半
年
労
働
に
従
事
し
て
い
な
が
ら
そ
の
健
康
状
態
が
極
め
て
良
好
な
こ
と
は
お
ど
ろ
く
べ
き
こ
と
で
あ
つ
（別）
て
、
…
．
：
医
学
的
に
み
て
、
ド
イ
ツ
の
労
働
が
日
本
人
に
と
っ
て
過
重
で
あ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
なみに、塗
名（七％）
（別）
を
出
し
て
い
る
。
炭
労
の
派
遣
拒
不
口
の
も
と
で
は
、
炭
鉱
労
働
者
の
第
一
一
次
派
遣
は
、
実
質
的
に
不
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
第
一
陣
五
九
名
の
所
属
組
合
別
構
成
を
み
る
と
、
炭
労
が
四
五
名
（
七
六
％
）
、
全
炭
鉱
が
一
○
名
（
一
七
％
）
、
中
立
が
四
注（
ｕ
）
「
近
く
実
員
を
派
遣
（
六
月
の
国
際
鉱
山
労
働
者
連
盟
大
会
の
帰
途
）
し
て
現
地
の
事
情
を
調
査
し
、
検
討
を
重
ね
て
更
に
こ
の
計
画
を
進
めるか否かを決定する」（日本炭鉱労働組合『第十七回定期大会』議案書・報告書二二一一一頁）。
（
妬
）
「
石
炭
労
働
年
鑑
」
昭
和
三
十
三
年
版
（
前
掲
書
）
二
五
二
頁
。
（
岨
）
こ
の
日
本
の
石
炭
業
界
の
中
止
の
意
向
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
炭
鉱
夫
派
遣
に
関
す
る
日
本
、
西
独
協
定
で
は
五
百
人
以
内
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
…
…
そ
の
半
数
で
派
遣
を
中
止
す
る
意
向
で
、
そ
の
理
由
は
炭
鉱
夫
派
遣
の
協
定
を
結
ん
だ
昨
年
当
時
と
、
い
ま
の
日
本
炭
鉱
の
経
営
事
情
が
ず
れ
て
き
て
お
り
、
日
本
の
炭
鉱
は
現
在
熟
練
工
を
必
要
と
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
以
上
の
派遣はできないということにあり、したがって中止の理由は全く日本側にある。」（「二百四十人で打ち切り西独派遣の
炭鉱労働者」『毎日新聞』昭和三二年七月一一一日付）。
（
〃
）
『
石
炭
労
働
年
鑑
』
昭
和
三
十
三
年
版
（
前
掲
書
）
二
五
五
頁
。
（
岨
）
日
本
炭
鉱
労
働
組
合
『
第
十
七
回
定
期
大
会
」
議
案
書
・
報
告
書
一
八
五
頁
。
（記）
である。
331 (３８） 
交
渉
団
は
、
あ
ら
か
じ
め
日
本
を
出
発
す
る
前
に
、
在
独
派
遣
労
働
者
の
自
治
会
で
あ
る
Ｇ
・
Ａ
会
に
「
技
術
習
得
」
に
関
連
し
て
ドイツ側と、「（一）坑外作業の六週間は必ず実施して欲しい、（一一）見習期間も完全に三ヶ月行って欲しい、（一一一）
（弱）
半年毎の明確な職場転換、（四）｜週間一回の技術講義の実施」の四点で交渉する」曰を伝えている。そして、渡航
している。
であった。
労
使
の
代
表
か
ら
な
る
交
渉
団
は
、
九
月
一
三
日
に
出
発
し
、
一
八
日
に
新
た
な
「
覚
書
』
を
調
印
し
た
後
、
一
○
月
七
日
に
帰
国
て
い
る
。
そ
し
て
、
炭
労
が
第
二
陣
派
遣
協
力
を
正
式
に
決
定
し
た
の
は
、
一
○
月
二
九
日
の
「
第
十
八
回
臨
時
大
会
」
に
お
い
て
（
伯
）
日
本
炭
鉱
労
働
組
合
調
査
部
長
直
江
利
良
『
西
独
派
遣
労
務
者
実
状
報
告
書
』
（
一
九
五
七
・
七
・
二
六
）
［
同
労
組
『
第
十
八
回
臨
時
大
会
」
議
案
書
・
報
告
書
一
八
八
～
一
九
一
頁
参
照
］
。
（
別
）
「
西
独
派
遣
労
務
者
に
つ
い
て
」
同
右
書
一
八
五
頁
。
（
別
）
「
指
示
」
（
’
九
五
七
・
八
・
三
局
発
第
四
五
号
）
同
右
書
一
八
六
頁
。
（
肥
）
た
と
え
ば
、
八
月
二
○
日
に
帰
国
し
た
経
営
者
代
表
の
伊
藤
保
次
郎
三
菱
鉱
業
社
長
は
、
「
な
ん
と
し
て
も
炭
労
の
協
力
が
な
く
て
は
で
き
ない。十分話合って打開して行きたい」と発言している（『朝日新聞」昭和一一一一一年八月二一日付）。
（岡）「西独派遣労務者について」前掲書一九二頁。これに関連して、九月七日付「毎日新聞」（夕刊）は、「労使代表を西
独
派
遣
労
務
者
第
二
陣
送
り
出
し
に
メ
ド
つ
く
」
と
い
う
見
出
し
の
記
事
で
、
「
炭
労
と
石
炭
経
協
は
七
日
に
日
本
の
炭
鉱
労
働
者
第
二
陣
を
派
遣
す
る
問
題
に
つ
い
て
『
労
使
代
表
を
西
独
に
派
遣
、
西
独
経
営
者
と
交
渉
す
る
こ
と
に
な
っ
た
』
と
共
同
声
明
を
発
し
、
ゆ
き
な
や
み
状
態
に
あ
っ
た
同
問
題
も
事
実
上
解
決
し
た
」
と
報
道
し
て
い
る
。
（別）「西独派遣労務者の健康状態（近藤博士健康診断結果）」同右書二○一一頁。および『朝日新聞』昭和三二年八月二一一
日付・夕刊。
（
五
）
再
交
渉
団
の
渡
航
と
第
二
陣
の
派
遣
（
第
一
次
計
画
の
終
了
）
西ドイツにおける｢1本人炭鉱労働者 (３９） 330 
し
た
後
ド
イ
ツ
側
と
交
渉
す
る
前
に
、
現
地
で
派
遣
労
働
者
の
人
々
と
の
懇
談
会
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
「
技
術
習
得
」
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
意
見
が
だ
さ
れ
て
い
る
。
「
技
術
研
究
は
し
て
い
な
い
。
仕
事
を
し
な
が
ら
で
は
困
難
で
あ
る
」
、
「
技
術
習
得
が
大
事
だ
、
そ
の
た
め
に
ド
イ
ッ
ヘ
来
た
。
覚
え
た
の
は
ホ
ー
ベ
ル
だ
け
だ
。
そ
の
他
は
ス
コ
ッ
プ
を
九
ヵ
月
も
使
っ
た
。
こ
ん
な
の
は日本より悪い。具体的に講座などをやってもらいたい」、「今までの経験では技術習得に余り期待をかけないでく
（弱）
るよう一一陣以降には話してくれし、「技術習得は不充分だが将来のこともあり、その事で反対しないでもらいたい」。
ま
た
、
自
治
会
技
術
研
究
部
の
「
技
術
習
得
に
つ
い
て
」
の
報
告
で
は
、
「
日
独
両
国
間
協
定
に
う
た
わ
れ
た
技
術
の
習
得
と
は
現
状
で
は
空
文
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
責
任
を
倍
加
す
る
に
す
ぎ
ず
、
も
し
会
社
側
（
独
）
よ
り
の
こ
れ
に
対
す
る
便
宜
が
は
か
ら
れ
な
い
（師）
な
ら
ば
、
第
二
陣
以
降
の
目
的
を
外
国
生
活
、
労
働
の
体
得
に
変
更
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
「
技
術
修
得
」
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
対
す
る
不
満
、
そ
れ
に
対
す
る
善
処
策
を
識
ず
る
希
望
は
あ
る
が
、
炭
鉱
労
働
者
の
ド
イ
ッ
ヘ
の
（卵）
派
遣
を
否
定
す
る
意
見
は
な
い
。
九
月
一
八
日
午
前
一
○
時
に
開
か
れ
た
日
本
と
ド
イ
ツ
の
協
議
に
は
、
日
本
側
か
ら
は
、
石
炭
経
協
代
表
二
名
、
炭
労
代
表
三
名
、
全
炭
鉱
代
表
一
名
、
ド
イ
ツ
側
は
第
二
陣
の
日
本
人
炭
鉱
労
働
者
受
入
れ
予
定
企
業
で
あ
る
ク
レ
ッ
ク
ナ
ー
鉱
山
会
社
か
ら
二
名
、
ハ
ン
ポ
ル
ナ
ー
鉱
山
、
エ
ッ
セ
ナ
ー
鉱
山
、
ラ
イ
ン
プ
ロ
イ
セ
ン
炭
鉱
化
学
の
各
社
か
ら
一
名
、
そ
し
て
ル
ー
ル
鉱
山
企
業
連
合
代
表
二
名
が
出
席
し
、
さ
ら
に
客
員
と
し
て
日
本
側
か
ら
は
、
ボ
ン
の
日
本
大
使
館
員
と
第
一
陣
の
連
絡
員
、
ド
イ
ツ
側
か
ら
は
労
働
省
、
経
済
省
お
よ
び
鉱
山
労
働
組
合
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
名
が
出
席
し
て
い
る
。
こ
の
協
議
に
関
す
る
『
覚
書
」
か
ら
、
第
一
陣
で
派
遣
さ
れ
た
労
働
者
を
は
じ
め
、
日
本
側
が
提
案
し
て
い
た
要
望
が
ほ
ぼ
満
た
さ
れ
た
こ
と
が
解
か
る
。
す
な
わ
ち
、
「
坑
外
作
業
期
間
に
お
け
る
教
育
」
で
は
、
六
週
間
の
坑
外
労
働
に
従
事
す
る
見
習
い
期
間
に
つ
い
て
は
短
縮
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
「
坑
内
作
業
期
間
に
お
け
る
職
場
の
転
換
」
で
は
、
日
本
人
鉱
山
労
働
者
に
つ
い
て
は
で
き
る
限
り
半
年
毎
の
職
場
転
換
を
行
い
、
多
方
面
の
(４０） 329 
日
本
の
代
表
団
は
、
第
二
陣
を
受
け
入
れ
る
予
定
の
ド
イ
ツ
鉱
山
会
社
を
視
察
し
た
後
に
帰
国
し
て
い
る
。
ま
た
、
炭
労
が
篝
○
月
二
九
日
に
第
二
陣
派
遣
協
力
を
決
定
し
た
後
、
三
月
五
日
に
は
、
西
独
派
遣
協
議
会
が
開
か
れ
、
「
炭
鉱
労
働
者
第
二
次
西
独
派
遣
業
務
実
施
要
綱
」
が
決
め
ら
れ
て
、
第
二
陣
派
遣
の
準
備
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
『
実
施
要
綱
」
は
、
第
一
陣
派
遣
時
の
『
募
集
並
び
に
選
考
要
領
』
よ
り
も
詳
細
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
は
じ
め
に
、
第
二
次
派
遣
一
八
○
名
を
も
っ
て
「
こ
の
派
遣
計
画
を
終
了
す
る
も
の
と
す
る
」
こ
と
、
お
よ
び
「
連
絡
員
を
増
員
強
化
し
て
、
現
地
炭
鉱
に
お
け
る
習
熟
促
進
及
び
連
絡
の
円
滑
化
を
は
か
る
」
と
し
て
い
る
。
派
遣
労
働
者
の
資
格
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
「
満
一
九
歳
か
ら
満
一
一
三
歳
ま
で
の
独
身
日
本
人
男
子
」
に
拡
大
さ
れ
、
一
九
歳
か
ら
二
一
歳
ま
で
は
坑
内
労
働
経
験
一
年
以
上
で
派
遣
可
能
と
す
る
が
、
そ
の
数
は
派
遣
総
数
の
二
○
％
以内に収めること、また一一二歳から二五歳までは坑内労働経験二年以上でも例外的に認めるが、この場合は同じく
四
○
％
以
内
と
す
る
こ
と
、
そ
し
て
二
六
歳
か
ら
三
一
一
歳
は
従
来
ど
お
り
坑
内
労
働
三
年
以
上
の
経
験
と
な
っ
て
い
る
。
健
康
状
態
に
関
し
て
は
、
身
長
や
体
重
の
基
準
は
従
来
の
基
準
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
が
、
視
力
に
つ
い
て
は
○
・
八
以
上
の
者
と
し
て
従
来
よ
り
も
基
準
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
新
た
に
設
定
さ
れ
た
資
格
か
ら
、
応
募
で
き
る
層
を
拡
大
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
伺
わ
れ
（卵）
し
て
い
る
。
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
ま
た
「
職
業
教
育
の
た
め
の
無
給
の
休
日
」
に
つ
い
て
は
、
一
年
目
に
一
二
日
間
、
二
年
目
と
三
年
目
に
は
そ
れ
ぞ
れ
七
日
間
の
付
与
と
い
う
日
本
側
の
希
望
が
記
さ
れ
、
ド
イ
ツ
側
は
そ
の
希
望
を
考
慮
す
る
用
意
が
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
「
先
山
講
習
の
実
施
」
で
は
、
ド
イ
ツ
側
は
日
本
人
鉱
山
労
働
者
が
到
着
後
六
ヵ
月
を
経
た
後
、
先
山
（
熟
練
鉱員）試験のための講習を受け、先山資格証明書（国自の号口の壷）を取得できるようにすることが合意された。こ
れ
ら
の
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
す
で
に
ド
イ
ツ
で
就
労
し
て
い
る
第
一
陣
の
労
働
者
に
も
適
用
さ
れ
た
。
そ
の
う
え
で
、
後
続
陣
と
し
て、それぞれ六○名で構成される三つのグループが、翌一九五八年の一月から一一一月にかけて派遣されることで合意
西ドイツにおける日本人炭鉱労働者 (４１） 328 
る
。
だ
が
他
方
で
は
、
「
現
に
採
炭
夫
、
支
柱
夫
、
掘
進
夫
等
直
接
夫
と
し
て
炭
鉱
に
就
労
中
で
あ
る
在
籍
者
」
と
い
う
項
目
が
設
け
られたり、「志操堅固、人格円満な者」の項目には、「酒量の多い者、酒癖のある者その他集団生活に不適な性格の
者は不可である」と記され、また新たに「ドイツ食を日常食とするに耐え得られる者」という項目が付け加えられ
たりしている。こうした基準は、第一陣派遣労働者の労働・生活面での経験にもとづいて設けられたものと思われ
る。また、「選考」については、「身体的要件、学力、技能及び人格上の適格性のすべてに関し、試験、面接を行
う
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
会
社
職
員
か
ら
選
抜
さ
れ
る
九
名
の
連
絡
員
の
う
ち
、
各
山
元
ご
と
に
一
名
は
三
年
間
常
駐
さ
せ
る
こ
と
と
し
、
そ
の
う
ち
の
一
名
を
首
席
連
絡
員
と
し
て
、
「
西
独
側
労
使
と
の
交
渉
」
・
「
在
外
公
館
と
の
連
絡
」
な
ど
に
当
た
ら
せ
て
（㈹）
「
計
画
の
円
滑
な
実
施
を
期
す
る
」
と
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
と
の
関
係
で
は
、
一
九
五
七
年
九
月
一
八
日
お
よ
び
七
月
四
日
付
け
の
「
覚
書
」
に
も
と
づ
い
て
、
第
二
陣
派
遣
の
た
め
の
両
国
政
府
間
の
交
換
公
文
（
口
上
書
）
が
、
一
九
五
八
年
一
月
一
七
日
に
交
換
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
第
一
陣
派
遣
時
に
交
換
さ
れ
た
口
上
書
と
付
属
計
画
書
の
内
容
に
変
更
の
あ
る
事
項
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
八
年
三
月
末
ま
で
に
一
定
の
期
間
を
経
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
六
○
名
ず
つ
で
構
成
さ
れ
る
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
派
遣
を
も
っ
て
こ
の
計
画
は
終
了
す
る
こ
と
、
派
遣
さ
れ
る
鉱
山
労
働
者
の
年
齢
構
成
お
よ
び
連
絡
員
の
構
成
な
ど
の
変
更
事
項
に
つ
い
て
で
あ
る
。
第一一陣の三つの班は、横浜の移住あっせん所での講習をへた後、第一班は一月二八日、第二班は一一月二五日、
第
三
班
は
三
月
一
一
五
日
に
日
本
を
出
発
し
、
そ
れ
ぞ
れ
二
日
後
に
は
ド
イ
ツ
に
到
着
し
て
い
る
。
第
二
陣
第
一
班
は
、
予
定
ど
お
り
エ
ッ
セ
ナ
ー
に
五
○
名
と
ハ
ン
ポ
ル
ナ
ー
に
一
○
名
、
第
二
班
は
五
○
名
が
ク
レ
ッ
ク
ナ
ー
に
、
’
○
名
が
ハ
ン
ポ
ル
ナ
ー
に
配
属
さ
れ
た
が
、
第
三
班
は
受
入
れ
予
定
企
業
で
あ
っ
た
ラ
イ
ン
プ
ロ
イ
セ
ン
が
不
可
能
に
な
っ
た
た
め
、
ハ
ン
ポ
ル
ナ
ー
に
二
五
名
、
エ
ッ
セ
ナ
ー
に
一
五
名
、
ク
レ
ッ
ク
ナ
ー
に
二
○
名
と
分
散
し
て
配
属
さ
れ
た
（
表
１
参
照
）
。
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「技術修得のため」という大儀名分のもとに計画された「五○○名の日本人炭鉱労働者の西ドイツ派遣」は、以
上にみてきたように第一陣・第二陣の合計一一三九名をもって終了することになっていた。このことは同時に、「第
一
陣
派
遣
後
一
八
ヵ
月
以
内
」
に
残
り
の
数
の
労
働
者
二
六
○
名
を
派
遣
す
る
こ
と
は
時
間
的
に
も
不
可
能
な
状
況
を
反
映
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
（
Ⅲ
）
「
炭
鉱
労
働
者
第
二
次
西
独
派
遣
業
務
実
施
要
綱
」
（
昭
和
三
’
一
一
年
十
一
月
五
日
）
『
石
炭
労
働
年
鑑
」
昭
和
三
’
三
年
版
（
前
掲
書
）
一一六一～二六四頁。
（開）「炭労の二次派遣問題反対より調査及交渉団来独について」（『ＣＥＣ百具会議事録」同会總務部より）。
（
冊
）
「
西
独
派
遣
労
務
者
と
の
懇
談
会
及
び
実
情
に
つ
い
て
」
（
「
西
独
派
遣
労
務
者
に
つ
い
て
」
日
本
炭
鉱
労
働
組
合
『
第
十
八
回
臨
時
大
会
」
議
案
書
・
報
告
書
一
九
九
頁
）
。
（
町
）
同
右
書
二
○
一
頁
。
（別）当時三井美唄炭鉱の採炭係員であり、第一一陣第一班で渡独した高口岳彦氏は、渡航時を回想して、「私のドイツへの興
味
は
強
か
っ
た
。
当
時
、
若
者
の
海
外
旅
行
な
ど
夢
の
ま
た
夢
、
そ
れ
に
憧
れ
の
ド
イ
ツ
へ
行
け
る
も
の
な
ら
重
労
働
で
も
危
険
な
作
業
で
も
そ
れ
に
値
す
る
と
思
い
、
当
時
は
職
員
組
合
も
炭
労
傘
下
で
あ
り
、
私
は
第
二
陣
派
遣
を
希
望
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
高
口
岳
彦
「
地
底
の
客
人
」
ｌ
グ
リ
ュ
ク
ア
ウ
フ
の
日
々
Ｉ
グ
リ
ュ
ク
ア
ウ
フ
・
ゲ
ル
ゼ
ン
キ
ル
ヘ
ン
会
一
九
九
二
年
一
九
頁
）
。
（印）割くの『ロ〕の『丙回すの円の曰の国の、ご可の。ｐ巨口、すの曰〕□日の円ロの冒口のロのこの弓ワｍｐｇｍ巨匠月すの局、ケ四口】日固のの①ロ四目］②ｍのロの曰ウの『
』①ヨ》ご叩Ｓ□ず局》ロ〕』←『の弓可の←の『ロｇのの］ｍｂｍ己の○ケの回国の弓、ワ凹巨ｌ□貝の司口の汀日①ロのこの『ウｍｐｇの、曰〕口①】、の曰く○ごくの『弓の←のｇ
Ｑの『すのこの□］四℃四巳の○ケのロ因の局、四『ワの］←の弓ＩＣの三Ｓ司丙の○ず＆←のロ日四コ円ｏＥｐＱ国の己四コ【○厘》因のｍのロ》Ｑの。〕の．ｍのロの曰すの［
注（六）第一次計画の復活（第三陣・第四陣の派遣）
Ｑの『
得①□『
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ド
イ
ツ
企
業
側
か
ら
提
案
さ
れ
た
先
山
講
習
は
、
第
一
陣
の
受
講
希
望
者
を
対
象
に
一
九
五
七
年
一
一
月
八
日
か
ら
週
二
日
毎
回
二
時
間
実
施
さ
れ
、
六
ヵ
月
後
の
翌
年
四
月
に
は
、
一
週
間
の
実
技
試
験
を
経
た
後
、
学
課
試
験
を
受
験
し
た
一
六
名
が
全
員
合
格
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
九
五
九
年
七
月
に
行
わ
れ
た
二
回
目
の
試
験
で
は
二
四
名
が
合
格
し
、
第
一
陣
派
遣
労
働
者
の
う
ち
四
○
名
、
し
た
が
っ
て
七
割
近
く
の
人
が
先
山
資
格
証
明
書
を
得
て
い
る
。
｜
人
前
の
熟
練
鉱
員
を
意
味
す
る
先
山
の
数
は
、
第
一
陣
を
受
け
入
れ
た
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
テ
ィ
ッ
セ
ン
炭
鉱
で
は
、
「
坑
内
在
籍
三
千
六
百
名
中
、
機
電
関
係
を
い
れ
て
五
百
名
以
下
（
約
一
四
％
）
と
（日）
い
う
少
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
指
摘
か
ら
も
、
全
国
の
炭
鉱
か
ら
選
び
抜
か
れ
て
派
遣
さ
れ
た
第
一
陣
の
日
本
人
炭
鉱
労
働
者
が
如
何
に
優
秀
で
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
第
二
陣
で
渡
航
し
た
一
八
○
名
の
う
ち
、
こ
の
先
山
試
験
に
合
格
し
た
人
の
数
は
、
二
八
名
（
六
五
％
）
で
あ
る
。
第
二
陣
で
渡
航
し
た
人
の
中
に
は
、
第
一
陣
に
応
募
し
た
人
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
あ
る
い
は
、
若
い
労
働
者
の
場
合
に
は
、
ド
イ
ツ
派
遣
を
目
的
と
し
て
炭
鉱
へ
就
職
し
、
一
年
間
の
坑
内
労
働
経
験
を
経
て
渡
航
し
た
人
も
い
る
。
ド
ル
ト
ム
ン
ト
の
上
級
鉱
山
保
安
監
督
署
の
職
員
で
あ
る
ハ
イ
ン
リ
ィ
ヒ
ス
（
四
の
旨
国
＆
の
）
氏
は
、
ク
レ
ッ
ク
ナ
ー
鉱
山
会
社
で
坑
内
夫
と
し
て
就
労
し
て
い
た
当
時
、
職
場
の
上
司
に
日
本
人
労
働
者
の
作
業
現
場
に
引
率
さ
れ
て
い
っ
た
経
験
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
上
司
が
ド
イ
ツ
人
鉱
員
に
日
本
（随）
人
鉱
員
の
作
業
効
率
の
よ
さ
を
見
学
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
人
鉱
山
労
働
者
の
優
秀
性
が
ド
イ
ツ
側
か
ら
の
第
一
次
計
画
の
復
活
、
さ
ら
に
は
第
二
次
計
画
を
提
起
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
そ
の
背
後
に
は
、
ド
イ
ツ
炭
鉱
業
界
の
深
刻
な
労
働
力
不
足
問
題
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
さ
き
の
炭
労
の
直
江
調
査
部
長
の
報
告
書
に
は
、
「
連
絡
員
の
話
し
に
よ
る
と
、
現
在
ル
ー
ル
炭
田
で
炭
鉱
労
働
者
は
二
四
、
○
○
○
人
も
不
足
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
の
会
社
は
多
い
ほ
ど
よ
い
と
い
う
態
度
だ
」
と
記
さ
（岡）
れ
て
い
る
。
「
五
○
○
名
の
枠
を
復
活
し
た
い
」
と
い
う
ド
イ
ツ
側
の
意
向
は
、
一
九
六
○
年
五
月
に
在
独
日
本
大
使
館
か
ら
の
「
西
独
炭
鉱
は
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第
三
陣
を
受
け
入
れ
た
く
、
他
方
西
独
政
府
も
こ
れ
に
対
し
当
初
の
五
○
○
名
の
枠
内
な
ら
異
存
な
い
旨
を
表
明
し
て
い
る
」
と
い
う
（剛）
外
務
省
へ
の
電
報
で
日
本
政
府
に
知
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
す
で
に
第
一
陣
が
帰
国
し
て
し
ま
い
、
第
二
陣
一
八
○
名
も
翌
年
の一月から一一一月にかけて順次帰国する状況のもとでのドイツ側の強い意向が示されていると言えるであろう。
こ
れ
を
受
け
て
日
本
側
で
は
、
石
炭
経
協
が
六
月
一
五
日
に
大
手
一
八
社
の
労
務
部
長
会
議
を
開
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ド
イ
ツ
（閃）
側の一一一○名ないし一八○名の派遣希望に対して第三次派遣を六○名として募集する方針が決められている。その
後
、
七
月
八
日
に
政
府
・
石
炭
経
協
・
海
外
協
会
連
合
会
は
第
三
陣
送
り
出
し
の
た
め
の
協
議
を
行
い
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
七
月
二
○
日
に
は
第
二
陣
派
遣
時
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
「
炭
鉱
労
働
者
西
独
派
遣
業
務
実
施
要
綱
」
が
決
定
さ
れ
、
八
月
末
に
は
一
○
月
に
派
遣
さ
れ
る
六
○
名
の
候
補
者
が
決
定
し
て
ド
イ
ツ
へ
送
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
間
、
ド
イ
ツ
と
の
間
で
は
八
月
一
一
日
に
、
「
五
○
○
名
の
枠
を
復
活
す
る
こ
と
、
お
よ
び
派
遣
に
つ
い
て
の
詳
細
は
両
国
の
経
営
者
団
体
の
間
で
の
話
し
合
い
に
よ
る
こ
と
」
と
す
る
両
国
政
府
間
の
交
換
公
文
（
口
上
書
）
が
取
り
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
第
三
陣
六
○
名
は
、
横
浜
移
住
あ
っ
せ
ん
所
で
一
○
日
間
の
講
習
（
図
１
参
照
）
を
受
け
た
後
、
一
○
月
二
六
日
に
は
ド
イ
ツ
に
到
着
し
て
全
員
が
ハ
ン
ポ
ル
ナ
ー
鉱
山
会
社
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
テ
ィ
ッ
セ
ン
炭
鉱
で
就
労
し
た
。
第
三
陣
と
し
て
一
八
○
名
を
受
入
れ
た
い
と
い
う
ド
イ
ツ
側
の
希
望
は
、
第
一
陣
と
第
二
陣
の
日
本
人
鉱
山
労
働
者
を
受
け
入
れ
た
企
業
三
社
が
、
そ
れ
ぞ
れ
六
○
名
ず
つ
を
受
け
入
れ
る
計
画
に
も
と
づ
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
六
○
年
七
月
二
○
日
付
の
在
独
日
本
大
使
館
が
ク
レ
ッ
ク
ナ
ー
鉱
山
会
社
の
労
務
部
長
に
宛
て
た
手
紙
か
ら
、
同
鉱
山
会
社
が
第
三
陣
の
受
け
入
れ
を
希
望
し
て
い
た
事
実
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
ド
イ
ツ
側
が
一
八
○
名
、
少
な
く
と
も
一
二
○
名
の
労
働
者
の
派
遣
を
希
望
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
政
府
か
ら
の
連
絡
に
よ
れ
ば
、
同
年
秋
に
来
独
す
る
労
働
者
の
数
は
六
○
名
で
し
か
な
く
、
全
員
が
ハ
ン
ポ
ル
ナ
ー
鉱
山
会
社
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
一
九
六
一
年
に
も
日
本
人
鉱
山
労
働
者
を
派
遣
す
る
計
画
は
あ
る
が
、
日
本
の
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以
上
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
第
一
陣
か
ら
第
四
陣
ま
で
の
一
一
一
六
六
人
の
派
遣
労
働
者
は
、
日
本
の
企
業
に
所
属
し
た
ま
ま
三
年
間
の
期
限
に
限
定
し
て
渡
航
し
た
「
会
社
派
遣
「
｜
と
い
う
意
味
で
は
基
本
的
に
同
じ
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
政
府
・
労
働
省
主
導
の
も
と
に
開
始
さ
れ
た
派
遣
業
務
は
、
日
本
の
石
炭
業
界
の
意
向
に
よ
っ
て
、
第
二
陣
一
八
○
名
の
派
遣
を
も
っ
て
終
了
さ
れ
た
。
だ
が
、
労
働
力
不
足
問
題
に
悩
む
ド
イ
ツ
石
炭
業
界
の
強
い
要
請
に
よ
っ
て
、
第
一
次
計
画
は
復
活
さ
れ
、
ま
た
日
本
側
の
対
応
も
き
わ
め
て
敏
速
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
計
画
の
復
活
に
よ
っ
て
渡
航
し
た
第
三
陣
と
第
四
陣
の
労
働
者
が
携
帯
し
た
。
ハ
ス
ポ
ー
ト
に
は
、
第
一
陣
と
第
二
陣
で
派
遣
さ
れ
た
労
働
者
の
パ
ス
ポ
ー
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
た
「
技
術
修
得
の
た
め
」
と
い
う
文
言
は
な
い
。
パ
ス
ポ
ー
ト
の
当
該
部
分
に
は
、
新
た
に
「
役
務
提
供
の
た
め
し
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
第
三
陣
以
降
渡
航
し
た
労
働
者
の
多
く
は
、
こ
の
こ
と
を
承
知
の
う
え
で
応
募
し
て
い
る
。
当
時
の
後
進
国
日
本
の
若
者
に
と
っ
て
は
「
夢
の
ま
た
夢
」
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
で
の
生
活
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
海
外
経
験
に
対
す
る
魅
力
が
如
何
に
強
か
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
と
い
え
（師）
炭
鉱
業
界
の
事
情
か
ら
時
期
や
人
数
に
つ
い
て
は
決
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
九
六
一
年
の
秋
に
第
四
陣
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
六
七
名
は
、
全
員
が
ク
レ
ッ
ク
ナ
ー
鉱
山
会
社
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
第
一
次
計
画
に
よ
る
日
本
人
鉱
山
労
働
者
の
派
遣
に
つ
い
て
、
一
九
六
一
年
五
月
の
ド
イ
ツ
側
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
「
計
画
に
よ
れ
ば
ま
だ
約
二
○
○
名
が
ド
イ
ッ
ヘ
来
る
こ
と
に
な
る
」
と
し
て
、
こ
の
年
の
秋
に
さ
し
あ
た
り
六
○
名
が
、
残
り
の
約
一
四
○
名
の
う
ち
、
約
七
○
名
が
一
九
六
二
年
秋
に
、
そ
し
て
最
後
の
七
○
名
が
一
九
六
三
年
の
秋
に
到
着
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
こ
れ
ら
の
労
働
者
は
旧
来
の
協
定
に
も
と
づ
い
て
一
定
の
時
期
に
職
場
転
換
を
施
す
な
ど
計
画
的
に
教
育
が
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
（師）
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
一
九
六
鬘
年
一
一
月
一
一
一
日
か
ら
ク
レ
ッ
ク
ナ
ー
鉱
山
会
社
で
就
労
を
開
始
し
た
第
四
陣
の
六
七
名
以
降
の
派
遣
は
実
現
す
る
こ
と
な
く
、
第
一
次
計
画
に
も
と
づ
く
日
本
人
鉱
山
労
働
者
の
派
遣
は
未
達
成
の
ま
ま
で
終
了
す
る
こ
と
になる。
(４６） 323 
るであろう。だが、「五○○名の派遣」に対して三六六名の派遣に終わった第一次計画未達成という事実は、日本
の石炭業界が坑内労働を経験した独身で若い労働者を在職のまま三年間ドイッヘ派遣するだけの余裕を持ち得ない
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一方、第三陣と第四陣で渡航した労働者のドイツの受入れ条件は、六週間の見習い期間の実施、六ヵ月毎の職場
の転換、先山講習の実施と先山資格取得など、第二陣までの労働者に対する処遇と全く同じであった。一九五一
年
か
ら
一
九
八
七
年
ま
で
の
三
六
年
間
、
ル
ー
ル
鉱
山
企
業
連
合
に
勤
め
、
長
年
に
わ
た
っ
て
労
務
担
当
部
長
の
職
に
あ
っ
た
フ
リ
ッ
ッ
・
コ
ル
ト
ハ
ウ
ス
（
可
・
【
・
１
冨
巨
、
）
氏
提
供
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
第
一
陣
か
ら
第
四
陣
ま
で
の
三
六
六
名
の
日
本
人
鉱
山
労
働
者
の
う
ち
先
山
資
格
を
取
得
し
た
人
の
数
は
、
ハ
ン
ポ
ル
ナ
ー
で
一
一
三
名
、
エ
ッ
セ
ナ
ー
で
四
五
名
、
ク
レ
ッ
ク
ナ
ー
（閉）
で
一
一
一
名
の
合
計
二
七
八
名
で
あ
り
、
極
め
て
良
い
成
績
を
残
し
て
い
る
こ
と
が
一
爪
さ
れ
て
い
る
。
注（仇）「西ドイツで働く日本人」（『国民評論」前掲雑誌一一三頁）。
（田）一九九二年一一月一一一日、○ヶの号の『、四日ミロ・耳目巨己で国の曰且・訂氏からの聞き取りによる。
（開）直江利良『西独派遣労務者実状報告書」（日本炭鉱労働組合『第十八回臨時大会」議案書・報告書一九○頁）。
（“）「炭鉱労働者西独派遣」（「石炭労働年鑑』昭和三十六年版前掲書四五四頁）。
（開）「六○人募集を目標に」ｌ西独派遣炭鉱労務者Ｉ（『毎日新聞」昭和三五年六月一六日付）。
（㈹）在独日本大使館一等書記官石黒拓爾からクレックナー鉱山会社労務部長コールマン（【・日白目ロ）に宛てた一九六○
年七月一一○日付けの手紙（］四忌日、＆の□・←、呂呉←》シロ国の司目シＳの旨臼司の江ｏ『【○・局目目Ｐ【］○・百のＨ‐国の局、言Ｆ９のロ
（例）・回ののｂ円ののゲロロ囚ロケの局Ｓの因具の①ロロロロ、］四つ四日、Ｃ匠の『○四ｍ国射す臼←の局、ロ］函□・口・巴①］ウの】日ロ貝の局口①冒口の。、この■す四口ｇ
● 
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す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
第
一
陣
か
ら
第
五
陣
に
い
た
る
日
本
人
炭
鉱
労
働
者
は
、
第
一
次
計
画
に
よ
る
第
一
陣
か
ら
第
四
陣
ま
で
と
、
第
二
次
計
画
に
よ
る
第
五
陣
と
に
大
別
さ
れ
る
。
た
し
か
に
、
当
時
の
ド
イ
ツ
炭
鉱
業
界
に
お
け
る
労
働
力
不
足
問
題
に
寄
与
す
る
た
め
と
い
う
側
面
で
は
共
通
し
た
性
格
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
両
者
の
間
に
は
、
基
本
的
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
第五陣が第二次計画にもとづいて渡航した一九六一一年三月一一一日は、第一次計画による第四陣が渡航（’九六一年
二月一一一日）してから四ヵ月後であり、このことは第二次計画が第一次計画と並行して提起され、実施されたこと
を
意
味
し
て
い
る
。
第
二
次
計
画
の
発
端
は
非
常
に
早
く
、
第
一
陣
が
派
遣
さ
れ
て
か
ら
ま
も
な
い
一
九
五
七
年
七
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
日
本
の
石
炭
経
営
者
協
議
会
代
表
団
が
現
地
を
訪
問
し
た
際
、
第
一
陣
の
受
入
れ
企
業
で
あ
る
ハ
ン
ポ
ル
ナ
ー
鉱
山
会
社
か
ら
提
起
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
千
人
の
日
本
人
労
務
者
を
受
け
入
れ
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
日
本
の
労
働
省
は
、
翌．九五八年に炭鉱労働者の子弟や農家の二、三男から第一陣として三○○人を炭鉱移民として送り
（的）
出
す
こ
と
を
計
画
し
た
が
、
ド
イ
ツ
労
働
省
の
消
極
的
な
姿
勢
も
あ
っ
て
、
実
施
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
第
二
次
計
画
が
具
体
的
に
動
き
出
す
の
は
、
一
九
六
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
日
本
人
炭
鉱
労
働
者
の
西
独
派
遣
は
、
「
労
働
力
不
足
」
を
抱
え
て
い
た
ド
イ
ツ
石
炭
業
界
と
、
す
で
に
一
九
五
五
年
に
は
「
石
炭
鉱
業
合
理
化
臨
時
措
置
法
」
を
制
定
し
て
、
合
理
化
推
進
に
よ
る
生
産
増
強
と
同
時
に
炭
鉱
離
職
者
問
題
を
抱
え
て
い
た
日
本
の
炭
鉱
業
界
と
の
間
に
生
じ
た
き
わ
め
て
履
勾ロケ『ケの『、ケロＦｐｍｍのロ
（閉）、の←『・恥ごレウの○ケ旨由すの『】Ｃ三－一四つ四己の○面の○四の国司すの】｛の旬日］」のこ←のロゴの。、（の曰丙。ｚのコケの『、ワロ巨噴》因、の①Ｐユのロ］「・の．
］⑪の□
（
七
）
第
二
次
計
画
（
炭
鉱
離
職
者
対
策
と
し
て
の
第
五
陣
）
(４８） 321 
こ
の
「
炭
鉱
離
職
者
援
護
会
」
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
の
鉱
山
会
社
が
炭
鉱
離
職
者
二
千
人
を
雇
用
し
た
い
と
申
し
入
れ
た
の
は
、
翌
一
九
六
一
年
一
月
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
の
企
業
が
日
本
人
労
働
者
の
受
入
れ
に
い
か
に
積
極
的
で
あ
っ
た
か
は
、
第
二
次
計
（、）
画
具
体
化
の
た
め
に
、
同
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
ド
イ
ツ
企
業
の
経
営
者
代
表
が
来
日
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
察
で
き
る
。
ド
イ
ツ
か
ら
来
日
し
た
の
は
、
ハ
ン
ポ
ル
ナ
ー
鉱
山
会
社
の
重
役
三
名
で
あ
る
。
来
日
し
た
ド
イ
ツ
代
表
は
、
四
月
二
五
日
、
二
六
日
お
よ
び
五
月
九
日
の
三
回
に
わ
た
っ
て
日
本
の
炭
鉱
離
職
者
援
護
会
役
員
と
会
談
し
、
五
月
九
日
に
は
「
ド
イ
ッ
ヘ
の
炭
鉱
離
職
者
派
遣
計
画
に
つ
い
て
の
情
報
な
ら
び
に
意
見
交
換
」
に
関
す
る
文
書
が
作
ら
れ
て
、
双
方
の
代
表
が
署
名
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
「
日
本
人
炭
鉱
離
職
者
の
連
邦
共
和
国
へ
の
派
遣
（
第
二
次
計
画
）
は
、
一
九
五
六
年
の
政
府
間
協
定
に
も
と
づ
く
日
本
人
炭
鉱
労
働
者
の
連
邦
共
和
国
へ
の
派
遣
（
第
一
次
計
画
）
と
は
切
り
離
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
第
一
次
計
画
に
並
行
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
次
計
画
は
、
第
二
次
計
画
に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
る
も
の
で
も
、
変
更
さ
れ
る
も
の
で
も
な
（わ）
い
」
と
い
う
指
摘
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
第
一
次
計
画
と
第
二
次
計
画
の
違
い
が
明
確
に
さ
れ
た
う
え
で
、
第
二
次
計
画
の
貝
（
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
こ
の
文
書
に
依
拠
し
な
が
ら
、
第
五
陣
の
内
容
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
「
派
遣
さ
れ
る
労
働
者
の
資
格
」
の
項
で
は
、
年
齢
は
一
八
歳
か
ら
三
五
歳
ま
で
、
坑
内
労
働
の
経
験
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
一
一
年
以
上
、
例
外
と
し
て
一
年
半
以
上
と
な
っ
て
い
よって生
あ
っ
た
。
暖
昧
な
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
二
次
計
画
は
、
ド
イ
ツ
の
「
労
働
力
不
足
」
と
日
本
の
「
労
働
力
過
剰
」
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
抱
え
た
問
題
の
解
消
策
と
し
て
の
性
格
が
前
面
に
出
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
第
一
次
計
画
と
は
大
き
（、）
く異なっている。一九六○年一月に「炭鉱離職者援護〈室」が発足したことにみられるように、炭鉱の相次ぐ閉山に
よ
っ
て
生
じ
た
集
中
的
な
炭
鉱
離
職
者
の
発
生
と
そ
の
再
就
職
問
題
は
、
当
時
の
日
本
政
府
に
と
っ
て
は
最
も
重
要
な
雇
用
問
題
で
る。失業時期については、一九五九年一月一日以降に炭鉱から解雇された者を対象としている。また、家族構成に
Ｊ
 
⑩ついては、当初は未婚の労働者だけが派遣されるべきであるとしているが、将来的には既婚の労働者の派遣につい
く
ても交渉する余地を残している。「労働者の選抜」については、「炭鉱離職者援護会」が労働省の指導のもとに石炭
経営者協議会と協力して行うこととし、その際、レントゲン撮影を含む健康診断は日本側で実施することとしてい
る
．
「
契
約
期
間
」
に
つ
い
て
は
、
三
年
契
約
（
こ
こ
ま
で
は
、
菫
次
計
画
と
同
じ
ｌ
筆
者
）
と
す
る
が
、
ド
イ
ツ
側
は
、
契
約
者期間終了前に適時、個別労働者に契約終了後ただちに帰国したいか、さらにドイツ鉱山会社で就労したいかを確認
働鮒し、継続して就労したい労働者については契約期限を一年延長する。そして、延長した契約期限終了三ヵ月前に門
俶該労働者に契約延長の意思を問い、延長する意思がある場合には、自動的にもう一年の契約を延長するとなってい
帥る。「人数‐については、ドイツ側は一一一企業にそれぞれ五○○名ずつ、合計一五○○名の受入れを希望したのに対
焔して、日本側は第二次計画の政府間協定締結後一年以内に一一○○名の労働者を派遣し、それ以降については応募数
如に応じて派遣することを表明している。「担当機関」については、日本側は「炭鉱離職者援護会」、またはそれを引
ソイき継ぐ機関、ドイツ側は「ルール鉱山企業連合」となっている。「旅費」の取扱いでは、渡航費については日本側
ド西
が
労
働
者
一
人
当
た
り
七
○
○
マ
ル
ク
を
負
担
し
、
残
り
を
ド
イ
ツ
側
負
担
と
す
る
。
帰
国
費
用
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
の
賃
金
か
ら
毎
月
一
定
額
を
預
金
し
て
、
そ
の
費
用
に
当
て
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
だ
が
、
旅
費
の
高
騰
、
そ
の
他
空
席
が
で
た
場
合
な
ど
に
つ
い
て
は
、
後
の
協
議
事
項
と
さ
れ
て
い
る
。
「
年
金
掛
け
金
の
返
済
」
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
側
が
年
金
掛
け
金
の
労
働
者
負
担
分
の
返
済
に
つ
い
て
調
査
し
、
日
本
側
に
知
ら
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
「
連
絡
員
」
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
六
○
名
か
ら
一
○
○
名
に
つ
き
０
一
名
の
連
絡
員
、
し
た
が
っ
て
労
働
者
六
○
名
に
つ
き
一
名
の
場
合
の
連
絡
員
の
総
数
は
二
五
名
、
一
○
○
名
に
つ
き
一
名
の
場
合
は
２
 
３
 
一
五
名
と
な
る
。
仮
に
、
総
数
二
五
名
の
連
絡
員
が
配
属
さ
れ
た
と
し
て
も
、
労
働
者
二
五
名
か
ら
一
二
○
名
に
つ
き
一
名
の
連
絡
員
が
(５０） 319 
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
第
二
次
計
画
に
つ
い
て
の
以
上
の
内
容
か
ら
、
そ
の
特
徴
や
こ
の
計
画
が
も
た
ざ
る
を
得
な
い
限
界
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
炭
鉱
離
職
者
対
策
と
し
て
の
労
働
者
派
遣
と
い
う
第
二
次
計
画
の
基
本
的
な
性
格
に
規
定
さ
れ
る
。
こ
の
計
画
の
第
一
の
特
徴
は
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
労
働
者
の
年
齢
層
が
大
幅
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
離
職
者
対
策
で
あ
り
な
が
ら
、
年
齢
が
一
八
歳
か
ら
と
な
っ
て
い
る
こ
と
自
体
矛
盾
し
て
い
る
と
も
い
え
る
が
、
こ
れ
は
ド
イ
ツ
側
が
明
ら
か
に
若
い
日
本
人
労
働
者
の
受
入
れ
を
希
望
し
て
い
た
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
既
婚
労
働
者
受
入
れ
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
点
、
三
年
の
期
限
付
き
就
労
後
一
年
毎
に
契
約
を
更
新
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
で
継
続
し
て
就
労
し
て
ゆ
く
道
を
し
め
し
て
い
る
こ
と
な
どは、離職者対策としての派遣・受入れというこの計画によってもたらされた内容であるといえるであろう。第一
次
計
画
に
も
と
づ
く
派
遣
は
会
社
派
遣
で
あ
っ
た
た
め
、
派
遣
期
間
中
も
労
働
者
は
日
本
企
業
に
所
属
し
、
日
本
の
年
金
制
度
も
継
続
し
て
適
用
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉱
員
年
金
保
険
の
労
働
者
負
担
分
の
掛
け
金
が
、
往
復
の
渡
航
費
用
に
使
用
さ
れ
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
の
問
題
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
同
時
に
、
明
瞭
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
帰
国
後
の
職
場
や
生
活
面
で
の
心
配
（ね）
れている。
派
遣
さ
れ
た
第
一
次
計
画
に
比
べ
る
と
、
そ
の
数
は
半
数
以
下
に
し
か
な
ら
な
い
。
ド
イ
ツ
側
は
、
日
本
側
の
了
解
を
前
提
と
し
て
、
第
一
次
計
画
で
来
独
し
て
在
留
し
て
い
る
日
本
人
労
働
者
の
な
か
か
ら
第
二
次
計
画
の
連
絡
員
を
任
命
す
る
意
向
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
連
絡
員
の
報
酬
、
労
働
お
よ
び
生
活
条
件
に
つ
い
て
は
、
報
酬
は
ド
イ
ツ
側
が
支
払
う
こ
と
、
仕
事
は
連
絡
員
の
仕
事
に
限
る
こ
と、宿舎の個室が提供されることなどが記されている。また、首席連絡員をおくことの重要性については、双方と
もに了解しているが、その報酬、その他については、ここでは十分な内容は記載されていない。「その他」の項目
で
は
、
坑
外
労
働
に
従
事
す
る
見
習
い
期
間
は
六
週
間
で
あ
る
こ
と
、
賃
金
や
休
暇
な
ど
の
査
定
に
際
し
て
日
本
で
の
坑
内
労
働
な
ど
の
労
働
経
験
を
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
同
等
に
扱
う
こ
と
、
そ
の
他
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て
話
し
合
う
こ
と
な
ど
が
合
意
さ
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
ま
た
、
会
社
派
遣
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
石
炭
経
営
者
協
議
会
は
、
傘
下
の
企
業
の
職
員
か
ら
連
絡
員
を
派
ｊ
 
〃道し、それらの人々の賃金や帰国後の継続就労など、すべての面で責任を負う｝」とができた。だが、第二次計画
く
で
は
、
日
本
の
石
炭
業
界
は
完
全
に
一
」
の
計
画
の
実
施
責
任
を
負
う
必
要
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
連
絡
員
の
派
遣
問
題
を
み
れ
ば
、
一
目
瞭
然
と
な
る
。
ド
イ
ツ
側
が
提
起
し
て
い
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
語
会
話
が
可
能
で
、
し
か
も
炭
鉱
で
の
坑
内
労
働
に
習
熟
し
て
い
る
の
は
ド
イ
ツ
に
在
留
し
て
い
る
日
本
人
炭
鉱
労
働
者
で
し
か
な
い
。
渡
航
費
用
を
年
金
の
掛
け
金
で
充
当
す
る
と
い
う
者
第
一
次
計
画
の
方
法
は
、
結
局
は
第
二
次
計
画
で
も
踏
襲
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
だ
が
、
第
二
次
計
画
で
渡
航
し
た
の
は
日
本
で
矢
働鋤業中の労働者であって、三年間のドイツでの就労期間は、Ｈ本の年金からもドイツの年金からも離脱してしまうと
倣いう問題点を残すことになった。
Ｍさて、日本からドイッヘ帰国してまもなく、第二次計画によるＨ本人炭鉱労働者の受入れを希望していた企業一一一
焔社、すなわちハンポルナー、エッセナーおよびクレックナーの代表会議が開かれている。一九六一年五月一一五日、
妬エッセンにある「ルール鉱山企業連合」本部で行われたこの三社代表会議には、「連合」本部代表二名と各企業か
ツイら
そ
れ
ぞ
れ
一
名
の
代
表
の
合
計
五
名
が
出
席
し
て
い
る
。
こ
の
会
議
に
関
す
る
同
月
二
七
日
付
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
日
本
を
訪
問
し
ド西
た
ハ
ン
ポ
ル
ナ
ー
鉱
山
会
社
代
表
か
ら
東
京
で
の
日
本
と
の
協
議
の
内
容
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
一
」
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
は
、
第
一
次
計
画
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
約
二
○
○
名
の
日
本
人
が
ド
イ
ツ
へ
来
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
三
社
に
そ
れ
ぞ
れ
六
○
か
ら
六
五
名
が
配
属
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
、
一
九
六
一
年
秋
に
六
○
名
が
、
残
り
の
一
四
○
名
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
一
九
六
二
年
秋
に
約
七
○
名
、
そ
し
て
一
九
六
三
年
秋
に
最
後
の
七
○
名
が
来
独
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
次
計
画
に
つ
い
８
て
は
、
こ
の
計
画
で
斡
旋
さ
れ
る
の
は
炭
鉱
離
職
者
で
あ
る
こ
と
、
’
九
六
一
年
八
月
末
か
ら
九
月
初
め
に
は
、
約
二
○
○
名
が
到
着
１
 
３
 
す
る
予
定
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
一
社
あ
た
り
六
○
か
ら
六
五
名
に
な
る
一
」
と
、
ま
た
一
九
六
一
一
年
に
つ
い
て
は
、
六
○
○
名
と
い
う
(５２） 317 
により、必ず‐
状
況
で
あ
っ
た
。
第
二
次
計
画
で
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
第
五
陣
七
○
名
は
、
そ
れ
ま
で
の
陣
と
同
様
に
横
浜
移
住
あ
っ
せ
ん
所
で
渡
航
前
の
講
習を受けた後、一九六一一年一一一月三日にドイツに到着し、うち半数はハンポルナー鉱山会社に、残りの半数はエッ
セ
ナ
ー
石
炭
鉱
山
会
社
に
配
属
さ
れ
た
。
派
遣
さ
れ
た
人
の
多
く
は
炭
鉱
離
職
者
で
あ
っ
た
が
、
な
か
に
は
第
二
陣
で
渡
航
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
坑
内
事
故
で
負
傷
し
た
た
め
に
不
可
能
に
な
り
、
そ
の
後
第
五
陣
に
応
募
す
る
た
め
に
会
社
を
退
職
し
て
ド
イ
ツ
へ
派
話
が
で
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
か
ら
三
年
以
内
に
斡
旋
さ
れ
る
人
数
は
総
勢
一
五
○
○
人
に
な
る
予
定
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
計
画
と
第
一
次
計
画
と
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
計
画
に
よ
る
日
本
人
炭
鉱
労
働
者
に
は
計
画
的
な
教
育
や
六
ヵ
月
毎
の
職
場
の
転
換
を
実
施
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
、
追
加
的
な
無
給
休
暇
を
付
与
す
る
必
要
も
な
い
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
計
（刑）
画では、日本人労働者が希望し、ドイツ企業が了承した場〈口には、契約期間の延長ができることが記されている。
両
国
政
府
が
、
こ
の
第
二
次
計
画
に
つ
い
て
原
則
的
合
意
に
達
し
た
の
は
一
九
六
一
年
二
月
一
○
日
で
あ
り
、
両
国
政
府
間
の
公
（市）
式の「口上書」ならびに政府間協定が締結されたのは、一九六一一年一月一二○日であった。すでに一九六一年一一一月
一日には、日本側担当機関となった「雇用促進事業団」は、翌六一一年二月に総数一一四○名の炭鉱離職者からなる第
五
陣
（
第
二
次
計
画
で
は
、
第
一
陣
）
を
派
遣
す
る
た
め
、
応
募
者
の
募
集
を
始
め
て
い
る
。
’
二
月
一
日
か
ら
二
○
日
ま
で
一
一
○
日
間
の
募
集
期
間
が
置
か
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
応
募
者
は
、
少
数
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
北
海
道
夕
張
地
区
で
は
、
こ
の
期
間
の
応
募
者
は
．
人
も
い
な
い
」
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
募
集
期
間
を
翌
年
の
一
月
七
日
ま
で
延
期
し
、
ま
た
応
募
資
格
の
制
限
を
緩
和
（巧）
し
て
妻
帯
者
で
あ
っ
て
も
応
募
で
き
る
と
い
う
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
。
第
一
一
次
計
画
は
、
全
国
各
地
で
募
集
事
業
が
展
開
さ
れ
た
が
、
｜
対
象
が
主
と
し
て
若
年
齢
層
で
あ
る
こ
と
、
単
身
者
で
あ
る
こ
と
、
就
労
期
間
満
了
帰
国
後
に
お
け
る
就
職
に
対
す
る
不
安
等
（万）
により、必ずしも所期のとおりの応募者は得られず、：。…辛うじて第一陣七十名を決定したにとどまった」という
西ドイツにおける日本人炭鉱労働者 (５３） 316 
遣
さ
れ
た
人
（
｜
名
）
、
第
二
陣
で
派
遣
さ
れ
た
経
験
を
持
つ
人
（
二
名
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
正
確
な
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
炭
鉱
で
の
労
働
経
験
の
ま
っ
た
く
な
い
、
一
般
企
業
か
ら
の
離
職
者
も
含
ま
れ
て
い
た
。
派
遣
労
働
者
の
通
訳
を
は
じ
め
、
公
私
に
わ
た
る
世
話
役
と
し
て
の
連
絡
員
は
、
ハ
ン
ポ
ル
ン
に
は
第
一
陣
で
派
遣
さ
れ
、
そ
の
後
再
渡
航
し
て
就
労
し
て
い
た
北
村
侑
三
郎
氏
（
宇
部
興
産
出
身
）
が
、
ま
た
コ
ン
ゾ
リ
ダ
ッ
ィ
オ
ン
に
は
第
二
陣
第
一
班
で
派
遣
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
ド
イ
ツ
に
残
留
し
て
い
た
田
河
博
氏
（
太
平
洋
炭
鉱
釧
路
出
身
）
が
現
地
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
注（
的
）
一
九
五
七
年
十
月
五
日
付
『
毎
日
新
聞
」
は
、
「
働
き
手
千
人
の
求
人
ｌ
西
独
の
炭
鉱
か
ら
招
待
状
ｌ
」
と
い
う
見
出
し
で
こ
の
こ
と
を
報
道
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
「
募
集
内
容
は
全
く
別
で
、
半
永
久
的
に
雇
い
入
れ
…
…
移
住
に
近
い
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
年
十
二
月
十
日
付
に
は
、
「
労
働
省
で
は
…
…
来
年
度
中
に
千
人
を
…
…
わ
が
国
初
の
炭
鉱
移
民
と
し
て
派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
、
…
…
近
く
希
望
者
の
募
集
に
乗
り
出
す
予
定
」
と
い
う
記
事
と
と
も
に
、
「
日
本
人
労
務
者
千
人
受
入
れ
知
ら
ぬ
西
独
労
働
省
言
明
」
と
い
う
ド
イ
ツ
側
の
台
定
的
な
動
向
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
翌
一
九
五
八
年
三
月
に
は
、
西
独
労
働
省
は
「
こ
れ
以
上
の
受
入
れ
は
当
方
と
し
て
は
責
任
を持てない」という態度を公式に表明している（一九五八年三月七日付『毎日新聞』）。
（
、
）
一
九
六
○
年
十
月
十
一
日
、
政
府
の
諮
問
機
関
で
あ
る
「
雇
用
審
議
会
」
は
、
炭
鉱
離
職
者
対
策
に
つ
い
て
答
申
し
た
。
そ
こ
で
は
、
「
再
就
職
促
進
の
た
め
、
さ
し
当
た
り
現
在
の
炭
鉱
離
職
者
援
護
会
を
発
展
さ
せ
た
特
別
の
機
関
の
設
置
が
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
（
『
毎
日
新
聞
」
一
九
六
○
年
十
月
十
二
日
付
）
。
翌
一
九
六
一
年
七
月
、
「
炭
鉱
離
職
者
援
護
会
」
は
、
「
雇
用
促
進
事
業
団
」
の
発
足
に
よ
っ
て
、
そ
の
業
務
が
吸
収
さ
れ
た
た
め
解
散
し
て
い
る
。
（
、
）
第
二
次
計
画
の
経
過
に
つ
い
て
、
昭
和
三
十
七
年
版
『
石
炭
労
働
年
鑑
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
「
三
十
六
年
四
月
末
、
ハ
ン
ポ
ー
ン
炭
鉱
（
第
一
陣
・
第
二
陣
・
第
三
陣
就
労
先
炭
鉱
）
シ
ュ
ロ
ホ
フ
社
長
・
テ
ァ
ホ
ル
ス
ト
常
務
取
締
役
・
シ
ュ
テ
ッ
フ
ェ
ン
教
育
部
長
等
三
名
の
来
日
に
際
し
、
労
働
省
・
炭
鉱
離
職
者
援
護
会
（
後
の
｜
雇
用
促
進
事
業
団
）
と
の
間
で
計
画
の
具
体
化
が
検
討
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
日
独
当
局
間
に
お
い
て
石
田
・
ブ
ラ
ン
ク
日
独
両
国
政
府
間
に
原
則
的
了
解
が
成
立
、
同
年
十
一
月
十
日
、
日
独
両
国
政
府
間
に
(５４） 315 
日
本
人
炭
鉱
労
働
者
を
受
け
入
れ
た
ド
イ
ツ
側
企
業
は
、
ハ
ン
ポ
ル
ナ
ー
鉱
山
会
社
、
ク
レ
ッ
ク
ナ
ー
鉱
山
会
社
お
よ
び
エ
ッ
セ
ナ
ー
石
炭
鉱
山
会
社
の
三
社
で
あ
っ
た
。
第
一
陣
を
受
け
入
れ
た
ハ
ン
ポ
ル
ナ
ー
や
ク
レ
ッ
ク
ナ
ー
両
社
の
場
合
は
、
親
日
的
な
経
営
（Ⅷ）ご国の、つ『の○けロロ、□すの『曰の因貝の①ロＱロ。、］四つ四己の○面の局○四の白司ケの】←の曰四口〕国、。□・』霊』ワ巴曰ロコーの司口のケ曰のロのこの局ワ四口』
涕巨■同ワの局、ウロＦ回の、の口属》○口の可○ロー罰四口×の」》Ｑのヨヨ・言巴乞臼
（布）この§くの司冨』ロ。←のこの可』四宮己の＆の。、。←の呂呉←》国・目》『・白山Ｐ』四目閏乞皀。および芭乏の言の（国司浬目目、、‐）
勺『。、円四日日田ロ司己○円□すの司四の面のごＱのロ□のｍＣケ既（］ｍＥｐｍご○ロ一四℃四日の○ずのロロの可、四局すの】言の同。】日勾ロゴ弓丙○どのロケのＨ四ケ四巨虞の日
本
語
訳
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
口
上
書
」
お
よ
び
「
日
本
人
炭
鉱
労
務
者
の
ル
ー
ル
炭
鉱
に
お
け
る
期
限
付
就
労
に
関
す
る
第
二
（
補
完
）
計
画
」
として、『石炭労働年鑑』昭和一一一十七年版に掲載されている（同書一一一五○～三五六頁）。
（
冊
）
こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
当
時
の
北
海
道
新
聞
は
次
の
よ
う
に
報
道
し
て
い
る
。
「
『
一
人
も
い
な
い
応
募
者
、
西
独
派
遣
坑
内
夫
』
炭
鉱
離
職
者
雇
用
促
進
事
業
団
夕
張
駐
在
で
は
西
独
の
炭
鉱
で
働
く
坑
内
夫
を
募
集
し
て
い
る
が
、
応
募
者
が
一
人
も
な
く
頭
を
痛
め
て
い
る
」
（「北海道新聞」一九六一年十一一月二○日付）。「「西独派遣坑夫募集締め切り延期」二十日で締め切ったが一人の応募者も
な
い
た
め
、
締
め
切
り
を
一
月
七
日
ま
で
延
期
し
た
。
な
お
資
格
の
制
限
を
緩
和
し
、
妻
帯
者
で
あ
っ
て
も
応
募
（
配
偶
者
は
日
本
に
残
る
）
できるよう変更した」（『北海道新聞」同年十一一月二二日付）。
（Ⅳ）『石炭労働年鑑」昭和三十七年版（前掲書）一一一五六頁。
／￣、／－，
７４７３ 
、_〆、-〆 合
意
を
み
る
に
至
っ
た
」
（
同
書
三
四
八
頁
）
。
（羽）ご亘虎○吋目ロは○コの‐巨口ｇ旨のごｐｐｍ、四口、国巨印ｏ可回すの司呂の目日切のロロロロ、のご」四口』の『の貝］四ｍｍのゴーのロ、の局四四局すの］（の［ロロＣゴ
ロの口一ｍｇ］四コ』塵》弓。ご・》Ｑのロ①．冨巴］①臼
ロケのごＱ四
おわりに１１‐未達成に終わった派遣計画
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者
や
鉱
山
技
師
の
存
在
も
あ
り
、
労
働
・
生
活
両
面
で
そ
れ
程
大
き
な
問
題
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
エ
ッ
セ
ナ
ー
石
炭
鉱
山
会
社
の
コ
ン
ゾ
リ
ダ
ッ
ィ
オ
ン
炭
鉱
に
お
け
る
労
働
・
生
活
条
件
が
、
こ
れ
ら
二
社
に
較
べ
て
必
ず
し
も
よ
い
と
は
い
え
な
（耐）
か
つ
た
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
側
の
資
料
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
の
コ
ン
ゾ
リ
ダ
ッ
ィ
オ
ン
炭
鉱
が
、
日
本
人
炭
鉱
労
働
者
に
と
っ
て
評
判
が
良
く
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
の
資
料
か
ら
も
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
第
二
陣
第
一
班
で
コ
ン
ゾ
リ
ダ
ッ
ィ
オ
ン
に
派
遣
さ
れ
た
高
口
岳
彦
氏
（
三
井
美
唄
炭
鉱
）
の
著
書
に
は
、
「
劣
悪
な
採
炭
切
羽
」
に
回
さ
れ
た
人
や
急
傾
斜
採
炭
切
羽
で
の
作
業
で
日
本
の
急
傾
斜
炭
鉱
出
身
の
人
々
（ね）
が
奮
闘
し
て
い
た
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、
第
五
陣
で
同
炭
鉱
に
派
遣
さ
れ
た
恵
藤
英
雄
氏
ロ
千
部
興
産
・
ド
イ
ツ
在
留
）
に
よ
れ
ば
、
あ
る
日
、
斜
度
五
○
度
の
急
傾
斜
の
斜
坑
に
四
人
の
日
本
人
が
配
属
さ
れ
、
会
社
側
に
配
転
を
交
渉
し
た
が
、
「
他
の
外
国
人
労
働
者
も
同
じ
よ
う
な
職
場
に
配
属
さ
れ
て
お
り
、
日
本
人
だ
け
特
別
扱
い
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
拒
否
さ
れ
た
経
験
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
四
人
の
一
人
と
職
場
を
交
換
し
た
恵
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
職
場
は
す
ご
い
傾
斜
で
、
一
日
目
は
全
く
仕
事
が
できなかったと一一一一口われる。宿泊条件については、高口氏の著書によれば、第二陣の人々は、ドイツに到着して九ヵ
月
後
に
、
最
初
に
入
居
し
た
賄
い
付
き
の
独
身
寮
か
ら
、
賄
い
の
な
い
社
宅
寮
に
転
居
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
五
陣
の
場
合
も
、
恵
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
は
じ
め
に
入
居
し
た
独
身
寮
の
寮
長
と
日
本
人
労
働
者
と
の
関
係
が
悪
く
な
り
、
途
中
で
別
の
寮
に
転
居
し
た
と
い
う
似
た
よ
う
な
出
来
事
が
生
じ
て
い
る
。
一
方
、
第
一
陣
で
ハ
ン
ポ
ル
ン
で
生
活
し
た
日
本
人
労
働
者
は
、
三
年
間
の
就
労
後
の
帰
国
時
に
、
ド
イ
ツ
で
世
話
に
な
っ
た
独
身
寮
の
寮
長
を
日
本
へ
招
待
し
て
い
る
。
三
年
間
の
期
限
付
き
就
労
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
途
で
帰
国
し
た
人
が
多
い
こ
と
が
、
第
二
次
計
画
に
よ
る
第
五
陣
の
特
徴
で
あ
る
。
第
五
陣
七
○
名
は
、
ハ
ン
ポ
ル
ナ
ー
と
エ
ッ
セ
ナ
ー
に
そ
れ
ぞ
れ
半
数
の
三
五
名
が
配
属
さ
れ
た
が
、
一
九
六
五
年
一
一
一
月
八
日
に
（即）
エ
ッ
セ
ナ
ー
か
ら
日
本
へ
と
帰
国
し
た
人
の
数
は
二
七
名
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ハ
ン
ポ
ル
ナ
ー
鉱
山
会
社
よ
り
も
エ
ッ
セ
ナ
ー
鉱
山
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図２日本人炭鉱労働者派遣計画と実態
第１陣
（5７．１ 小㈲弱ⅧⅢⅦ㈹珊例封
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飾人
一
九
五
七
年
、
ド
イ
ツ
が
外
国
人
労
働
者
を
導
入
し
は
じ
め
た
早
い
時
期
に
、
ひ
と
り
の
労
働
官
僚
の
ア
イ
デ
ア
を
発
端
と
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
日
本
人
炭
鉱
労
働
者
の
「
三
年
間
の
期
限
付
き
就
労
の
た
め
の
」
ド
イ
ツ
へ
の
派
遣
は
、
複
雑
な
過
程
を
経
な
が
ら
一
九
六
五
年
三
月
に
第
五
陣
五
八
名
の
帰
国
に
よ
っ
て
、
そ
の
幕
を
閉
じ
た
。
会
社
に
派
遣
さ
れ
た
労
働
者
の
中
か
ら
多
く
の
中
途
帰
国
者
が
出
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
日
本
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
た
三
社
の
違
い
は
、
三
年
就
労
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
ド
イ
ツ
に
残
留
し
、
そ
の
後
今
日
ま
で
在
独
生
活
を
続
け
て
い
る
日
本
人
の
状
況
に
も
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
在
留
日
本
人
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
別
に
詳
し
く
考
察
す
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
現
在
（
’
九
九
一
年
末
）
ド
イ
ツ
に
在
留
し
て
い
る
元
日
本
人
炭
鉱
労
働
者
は
、
一
一
三
名
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
圧
倒
的
多
数
が
、
ハ
ン
ポ
ル
ン
の
炭
鉱
に
派
遣
さ
れ
た
労
働
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
つ
い
で
一
定
の
人
数
で
残
留
し
て
い
る
の
は
、
ク
レ
ッ
ク
ナ
ー
鉱
山
会
社
で
あ
り
、
コ
ン
ゾ
リ
ダ
ッ
ィ
オ
ン
炭
鉱
で
残
留
し
、
定
年
に
な
る
ま
で
同
炭
鉱
で
就
労
し
続
け
た
の
は
、
先
に
紹
介
し
た
恵
藤
氏
た
だ
ひ
と
り
で
あ
る
。
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そ
の
全
体
象
を
、
分
か
り
や
す
く
示
し
た
の
が
図
２
で
あ
る
。
第
一
次
・
第
二
次
計
画
を
合
わ
せ
る
と
、
総
数
で
二
○
○
○
名
の
炭
鉱
労
働
者
が
派
遣
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
数
の
う
え
で
も
、
初
期
の
目
的
に
沿
っ
て
い
た
の
は
、
第
一
次
計
画
五
○
○
名
の
う
ち
の
第
二
陣
ま
で
の
二
四
○
名
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
役
務
提
供
」
と
い
う
性
格
が
前
面
に
出
さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
第
三
陣
と
第
四
陣
ま
で
は
、
両
国
政
府
の
協
定
に
も
と
づ
く
会
社
派
遣
で
あ
っ
た
た
め
に
日
本
の
各
企
業
が
自
社
の
優
秀
な
労
働
者
を
派
遣
し
た
こ
と
、
ま
た
ド
イ
ツ
の
受
入
れ
企
業
二
社
（
第
三
陣
は
ハ
ン
ポ
ル
ナ
ー
鉱
山
会
社
、
第
四
陣
は
ク
レ
ッ
ク
ナ
ー
鉱
山
会
社
）
が
、
日
本
人
労
働
者
の
受
入
れ
に
非
常
に
前
向
き
の
企
業
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
第
一
次
計
画
の
趣
旨
か
ら
大
幅
に
離
脱
す
る
こ
と
を
免
れ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
れ
で
も
第
一
次
計
画
五
○
○
名
の
派
遣
は
未
達
成
の
ま
ま
に
終
了
し
て
い
る
。
ま
た
、
受
入
れ
企
業
三
社
に
五
○
○
名
ず
つ
、
合
計
一
五
○
○
名
の
第
二
次
派
遣
計
画
は
、
七
○
名
か
ら
な
る
派
遣
が
一
回
実
現
し
た
だ
け
で
、
中
止
さ
れ
た
の
が
現
実
で
あ
っ
た
。
さ
き
に
み
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
側
は
、
こ
の
計
画
に
も
と
づ
く
日
本
人
労
働
者
の
場
合
に
は
、
三
年
終
了
後
も
ド
イ
ツ
企
業
で
継
続
し
て
就
労
で
き
る
可
能
性
を
残
し
て
い
た
。
だ
が
、
第
二
次
計
画
の
場
合
も
ほ
と
ん
ど
の人が、三年終了後日本に帰国している。派遣された七○名のうち、残留した六名を除き、三年後の一九六五年一一一
月一一日に帰国したのは五八名であった。日本への帰国時には、このうちの一一三名は一般企業に、また一一一名は炭
（別）
鉱での日本における再就職がすでに決まっていた。
第
一
次
計
画
が
、
未
達
成
の
ま
ま
に
終
わ
っ
た
背
景
に
は
、
石
炭
か
ら
石
油
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
の
本
格
的
な
展
開
の
中
で
、
石
炭
業
界
は
相
次
ぐ
閉
山
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
状
況
が
あ
る
。
ま
た
、
総
数
一
五
○
○
名
の
炭
鉱
離
職
者
派
遣
計
画
が
、
わ
ず
か
七
○
名
の
派
遣
で
中
止
さ
れ
た
背
後
に
は
、
ド
イ
ツ
側
が
比
較
的
若
い
労
働
者
の
単
身
者
を
求
め
、
妻
帯
者
で
あ
っ
て
も
単
身
赴
任
と
い
う
原
則
を
崩
さ
な
か
っ
た
こ
と
、
三
年
後
の
日
本
で
の
再
就
職
の
保
証
が
な
い
状
態
で
ド
イ
ツ
に
渡
航
し
て
も
、
将
来
の
生
活
の展望は見出だせないこと、労働習慣や生活環境の異なるドイツでの就労よりも日本での再就職の可能性がすでに
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開
か
れ
つ
つ
あ
っ
た
、
換
言
す
れ
ば
高
度
成
長
の
時
代
を迎えていたことなどを、指摘できるであろう。
注（門）＆三の言司ウのの呂既は血目、ご・。］四℃四巳、Ｓのロロの伺肖すの憲司弓の局Ｑのご』・句のヶ冒閏』の巴巨ご山口の』の．⑪．］のｇ・
「一九六一年二月一日以降の日本人炭鉱労働者の継続就労」についての一九六○年五月一六日付のこの文書は、クレッ
ク
ナ
ー
鉱
山
会
社
の
代
表
が
、
同
年
五
月
九
日
に
天
皇
誕
生
日
の
祝
賀
会
に
参
加
し
た
際
、
当
時
の
日
本
大
使
館
一
等
書
記
官
で
あ
っ
た
石
黒
拓
爾
氏
お
よ
び
ド
イ
ツ
労
働
省
の
ズ
ィ
ハ
氏
と
、
一
九
六
一
年
二
月
以
降
の
日
本
人
炭
鉱
労
働
者
の
新
し
い
グ
ル
ー
プ
の
就
労
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
内
容
に
つ
い
て
の
記
録
で
あ
る
。
こ
こ
では、日本側は第一次計画五○○名を未達成のままに止めたい意向であるこ
と
、
ハ
ン
ポ
ル
ン
の
グ
ル
ー
プ
も
ク
レ
ッ
ク
ナ
ー
と
同
様
に
協
定
を
延
長
し
た
い
意
向
で
あ
る
こ
と
な
ど
と
と
も
に
、
日
本
人
労
働
者
が
コ
ン
ゾ
リ
ダ
ッ
ィ
オ
ン
に
お
け
る
労
働
条
件
や
宿
泊
条
件
に
満
足
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
に
触
れ
て
い
る
。
（
刃
）
高
口
岳
彦
『
地
底
の
客
人
」
前
掲
書
一
一
五
～
二
八
頁
。
（別）．ごロの閂勺亘←＆（エッセナー石炭鉱山会社『社内報」）、ｚ『・いへ］＠ｓの。］画
（
別
）
「
炭
鉱
マ
ン
五
八
人
帰
る
』
「
こ
れ
で
三
十
二
年
か
ら
続
い
た
日
・
独
政
府
間
協
定
に
基
づ
く
日
本
人
労
務
者
の
派
遣
は
す
べ
て
終
わ
っ
た
。
…
…
帰
国
し
た
五
十
八
人
は
平
均
年
齢
二
十
九
歳
。
…
…
日
本
で
の
求
人
も
多
く
、
二
十
三
人
が
住
友
金
属
、
日
本
鋼
管
、
ト
ヨ
タ
自
動
車など一般会社に就職、一一十一人が炭鉱へ再就職が内定しており、残りの人々も三月いっぱいには就職先が決まる見込み
だという」（『北海道新聞」一九六五年三月十一日付）。
［付記］本研究のために、一九九二年度法政大学特別研究助成金を受けた。記して感謝したい。
